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(57)【要約】
マッサージ装置は、ユーザが装置の自動操作モードまた 
は手動操作モードを選択することを可能にする第一の選 
択インターフェース（１１）であって、自動操作モード 
は、マッサージされる領域を処置するためのサイクルを 
提供する、第一の選択インターフェースと、装置の自動 
操作モードに対応付けられ、マッサージ設定を表すパラ 
メータ（Ｇ、Ｄ）を、ユーザが選択することを可能にす 
る、第二の選択インターフェース（１２）と、マッサー 
ジされる領域と接触するように意図された少なくとも一 
つのマッサージ要素を含むマッサージヘッドと、少なく 
とも一つのマッサージ要素を作動させるためのアクチュ 
エータとを備え、この装置は、ユーザによって選択され 
たパラメータ（Ｇ、Ｄ）に従って装置を自動的に動作さ 
せるための第一の操作モード（ＲＧ）または第二の操作 
モード（ＲＤ）を自動的に選択するコントローラであっ 
て、第一のモード（ＲＧ）および第二のモード（ＲＤ） 
は、アクチュエータの特定機能にそれぞれ関連付けられ 
ている、コントローラをさらに備えることを特徴とする 
。

審査請求　未請求　予備審査請求　未請求　（全29頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 マ ッ サ ー ジ 装 置 で あ っ て 、
　 ユ ー ザ が 前 記 装 置 の 自 動 操 作 モ ー ド ま た は 手 動 操 作 モ ー ド を 選 択 す る こ と を 可 能 と す る  
第 一 の 選 択 イ ン タ ー フ ェ ー ス （ １ １ ） で あ っ て 、 前 記 自 動 操 作 モ ー ド は 、 マ ッ サ ー ジ さ れ  
る 領 域 に つ い て の 治 療 サ イ ク ル を 提 供 す る 、 第 一 の 選 択 イ ン タ ー フ ェ ー ス と 、
　 前 記 装 置 の 自 動 操 作 モ ー ド に 関 連 し 、 マ ッ サ ー ジ 設 定 を 表 す パ ラ メ ー タ （ Ｇ 、 Ｄ ） を ユ  
ー ザ が 選 択 す る こ と を 可 能 に す る 第 二 の 選 択 イ ン タ ー フ ェ ー ス （ １ ２ ） と 、
　 マ ッ サ ー ジ さ れ る 前 記 領 域 と 接 触 す る よ う に 意 図 さ れ た 少 な く と も 一 つ の マ ッ サ ー ジ 要  
素 （ ２ １ ） を 含 む マ ッ サ ー ジ ヘ ッ ド （ ２ ） と 、
　 第 一 の 軸 （ Ｘ １ ） を 中 心 と す る 回 転 運 動 に 従 っ て 、 前 記 少 な く と も 一 つ の マ ッ サ ー ジ 要  
素 （ ２ １ ） の 作 動 を 可 能 に す る ア ク チ ュ エ ー タ と
を 備 え 、
　 ユ ー ザ に よ っ て 選 択 さ れ た 前 記 パ ラ メ ー タ （ Ｇ 、 Ｄ ） に 応 じ て 、 前 記 装 置 の 前 記 自 動 操  
作 の 動 作 に 関 す る 第 一 の モ ー ド （ Ｒ Ｇ ） ま た は 第 二 の モ ー ド （ Ｒ Ｄ ） を 自 動 的 に 選 択 す る  
コ ン ト ロ ー ラ で あ っ て 、 前 記 第 一 の モ ー ド （ Ｒ Ｇ ） お よ び 第 二 の モ ー ド （ Ｒ Ｄ ） は 、 前 記  
ア ク チ ュ エ ー タ の 特 定 操 作 に そ れ ぞ れ 関 連 付 け ら れ 、 前 記 第 一 の モ ー ド （ Ｒ Ｇ ） お よ び 第  
二 の モ ー ド （ Ｒ Ｄ ） は 、 前 記 少 な く と も 一 つ の マ ッ サ ー ジ 要 素 （ ２ １ ） の 異 な る 回 転 方 向  
に 関 連 付 け ら れ る 、 コ ン ト ロ ー ラ
を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 マ ッ サ ー ジ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ が 電 気 モ ー タ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の マ ッ サ ー  
ジ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 マ ッ サ ー ジ 装 置 が 顔 面 マ ッ サ ー ジ 装 置 で あ り 、 前 記 パ ラ メ ー タ （ Ｇ 、 Ｄ ） が 、 ユ ー  
ザ が 最 初 に 処 置 を 希 望 す る マ ッ サ ー ジ さ れ る 顔 の 左 側 ま た は 右 側 を 表 し 、 そ の 後 、 前 記 パ  
ラ メ ー タ （ Ｇ 、 Ｄ ） は 、 前 記 顔 の 左 側 の 優 先 処 置 を 表 す 第 一 の 値 （ Ｇ ） 、 ま た は 前 記 顔 の  
右 側 の 優 先 処 置 を 表 す 第 二 の 値 （ Ｄ ） を 取 る こ と が で き 、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ は 、 前 記 パ ラ  
メ ー タ （ Ｇ 、 Ｄ ） な ら び に 前 記 第 一 の 値 （ Ｇ ） お よ び 前 記 第 二 の 値 （ Ｄ ） を 含 む こ と を 特  
徴 と す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の マ ッ サ ー ジ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 パ ラ メ ー タ が 第 一 の 値 （ Ｇ ） を 取 る 場 合 、 前 記 第 一 の モ ー ド （ Ｒ Ｇ ） は 、 反 時 計 回  
り の 回 転 方 向 に 関 連 付 け ら れ 、 前 記 パ ラ メ ー タ が 第 二 の 値 （ Ｄ ） を 取 る 場 合 、 前 記 第 二 の  
モ ー ド （ Ｒ Ｄ ） は 、 時 計 回 り の 回 転 方 向 に 関 連 付 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ に  
記 載 の マ ッ サ ー ジ 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 装 置 は 、 前 記 ユ ー ザ が 前 記 装 置 の 前 記 自 動 操 作 モ ー ド を 選 択 す る と 、 前 記 コ ン ト ロ  
ー ラ に よ っ て 発 動 さ れ る よ う に 設 計 さ れ た 第 一 の タ イ マ ー （ Ｔ １ ） を 備 え る こ と を 特 徴 と  
す る 、 請 求 項 １ な い し ４ の 何 れ か 一 つ に 記 載 の マ ッ サ ー ジ 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 コ ン ト ロ ー ラ は 、 前 記 第 一 の タ イ マ ー （ Ｔ １ ） が 第 一 の 閾 値 時 間 （ ｔ １ ） を 超 過 す  
る と 、 前 記 ユ ー ザ が 前 記 パ ラ メ ー タ （ Ｇ 、 Ｄ ） を 選 択 す る こ と を 必 要 と す る こ と な く 、 前  
記 装 置 を 停 止 さ せ る よ う に 設 計 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の マ ッ サ ー ジ 装  
置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 装 置 は 、 前 記 第 一 の モ ー ド （ Ｒ Ｇ ） ま た は 前 記 第 二 の モ ー ド （ Ｒ Ｄ ） を 選 択 す る 際  
に 、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ に よ っ て 発 動 さ れ る よ う に 設 計 さ れ た 、 第 一 の モ ー ド タ イ マ ー （ Ｔ  
Ｇ ） お よ び 第 二 の モ ー ド タ イ マ ー （ Ｔ Ｄ ） を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ な い し ６ の  
何 れ か 一 つ に 記 載 の マ ッ サ ー ジ 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
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　 前 記 コ ン ト ロ ー ラ は 、 前 記 第 一 の モ ー ド タ イ マ ー （ Ｔ Ｇ ） が 第 一 の モ ー ド 閾 値 時 間 （ ｔ  
ｇ ） を 超 過 す る と 、 前 記 第 一 の モ ー ド （ Ｒ Ｇ ） を 停 止 し 、 前 記 第 二 の モ ー ド タ イ マ ー （ Ｔ  
Ｄ ） が 第 二 の モ ー ド 閾 値 時 間 （ ｔ ｄ ） を 超 過 す る と 、 前 記 第 二 の モ ー ド （ Ｒ Ｄ ） を 停 止 す  
る よ う に そ れ ぞ れ 設 計 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の マ ッ サ ー ジ 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 装 置 は 、 前 記 ユ ー ザ に よ っ て 選 択 さ れ る 、 ま た は 選 択 さ れ た 前 記 パ ラ メ ー タ （ Ｇ 、  
Ｄ ） を 表 す イ ン ジ ケ ー タ （ １ ２ １ 、 １ ２ ２ ） を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ な い し  
８ の 何 れ か 一 つ に 記 載 の マ ッ サ ー ジ 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 二 の 選 択 イ ン タ ー フ ェ ー ス （ １ ２ ） は 、 前 記 イ ン ジ ケ ー タ （ １ ２ １ 、 １ ２ ２ ） を  
含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の マ ッ サ ー ジ 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 一 の 選 択 イ ン タ ー フ ェ ー ス （ １ １ ） は 、 三 つ の 異 な る 位 置 、 す な わ ち
　 前 記 装 置 の 停 止 に 関 連 付 け ら れ た 第 一 の 位 置 と 、
　 前 記 装 置 の 前 記 自 動 操 作 モ ー ド に 関 連 付 け ら れ た 第 二 の 位 置 と 、
　 前 記 装 置 の 前 記 手 動 操 作 モ ー ド に 関 連 付 け ら れ た 第 三 の 位 置 と
を 有 す る ス イ ッ チ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ な い し １ ０ の 何 れ か 一 つ に 記 載 の マ  
ッ サ ー ジ 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 ａ ） マ ッ サ ー ジ 装 置 を 準 備 す る ス テ ッ プ と 、
　 ｂ ） マ ッ サ ー ジ サ イ ク ル を 提 供 す る 前 記 装 置 の 自 動 モ ー ド を ユ ー ザ が 選 択 す る ス テ ッ プ  
と 、
　 ｄ ） 前 記 装 置 の 自 動 操 作 モ ー ド に 関 連 す る パ ラ メ ー タ （ Ｇ 、 Ｄ ） を ユ ー ザ が 選 択 す る ス  
テ ッ プ と 、
　 ｅ ） ユ ー ザ に よ っ て 選 択 さ れ た 前 記 パ ラ メ ー タ （ Ｇ 、 Ｄ ） に 基 づ い て 、 前 記 装 置 の 前 記  
自 動 操 作 に お け る 第 一 の 操 作 モ ー ド （ Ｒ Ｇ ） ま た は 第 二 の 操 作 モ ー ド （ Ｒ Ｄ ） を 自 動 的 に  
選 択 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 第 一 の モ ー ド （ Ｒ Ｇ ） お よ び 第 二 の モ ー ド （ Ｒ Ｄ ） は 、  
第 一 の 軸 （ Ｘ １ ） を 中 心 と す る 回 転 運 動 に 従 っ て 、 マ ッ サ ー ジ さ れ る 領 域 と 接 触 す る よ う  
に 意 図 さ れ た 少 な く と も 一 つ の マ ッ サ ー ジ 要 素 （ ２ １ ） の 作 動 を 可 能 に す る ア ク チ ュ エ ー  
タ の 特 定 操 作 に そ れ ぞ れ 関 連 付 け ら れ 、 前 記 第 一 の モ ー ド （ Ｒ Ｇ ） お よ び 第 二 の モ ー ド （  
Ｒ Ｄ ） は 、 前 記 少 な く と も 一 つ の マ ッ サ ー ジ 要 素 （ ２ １ ） の 異 な る 回 転 方 向 に 関 連 付 け ら  
れ る 、 ス テ ッ プ と
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 非 治 療 的 な マ ッ サ ー ジ 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 自 動 モ ー ド を 選 択 す る 前 記 ス テ ッ プ ｂ ） は 、 選 択 さ れ る 前 記 パ ラ メ ー タ （ Ｇ 、 Ｄ ） を 表  
す イ ン ジ ケ ー タ （ １ ２ １ 、 １ ２ ２ ） を 作 動 さ せ る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求  
項 １ ２ に 記 載 の マ ッ サ ー ジ 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 方 法 は 、 自 動 モ ー ド を 選 択 す る 前 記 ス テ ッ プ ｂ ） に 続 き 、 次 の 時 間 検 証 ス テ ッ プ 、  
す な わ ち
　 ｃ ） 前 記 第 一 の タ イ マ ー （ Ｔ １ ） を 発 動 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 ユ ー ザ が 前 記 パ ラ メ ー タ  
（ Ｇ 、 Ｄ ） を 選 択 し て い る こ と な く 、 第 一 の タ イ マ ー （ Ｔ １ ） の 値 が 前 記 第 一 の 閾 値 時 間  
（ ｔ １ ） を 超 過 す る と 、 前 記 装 置 を 停 止 さ せ る ス テ ッ プ と
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ３ ま た は １ ４ に 記 載 の マ ッ サ ー ジ 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 自 動 的 に 選 択 す る 前 記 ス テ ッ プ ｅ ） は 、 前 記 第 一 の モ ー ド （ Ｒ Ｇ ） ま た は 第 二 の モ ー ド  
（ Ｒ Ｄ ） の 各 々 に つ い て 、 前 記 モ ー ド を 選 択 す る と 、 第 一 の モ ー ド タ イ マ ー （ Ｔ Ｇ ） ま た  
は 第 二 の モ ー ド タ イ マ ー （ Ｔ Ｄ ） を そ れ ぞ れ 発 動 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 第 一 の モ ー ド タ イ  
マ ー （ Ｔ Ｇ ） ま た は 第 二 の モ ー ド タ イ マ ー （ Ｔ Ｄ ） が 第 一 の モ ー ド 閾 値 時 間 （ ｔ ｇ ） ま た  
は 第 二 の モ ー ド 閾 値 時 間 （ ｔ ｄ ） を そ れ ぞ れ 超 過 し な い 限 り 、 前 記 第 一 の モ ー ド （ Ｒ Ｇ ）  
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ま た は 第 二 の モ ー ド （ Ｒ Ｄ ） を 維 持 す る ス テ ッ プ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ３  
な い し １ ５ の 何 れ か 一 つ に 記 載 の マ ッ サ ー ジ 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 マ ッ サ ー ジ （ m a s s a g e ） ま た は ス キ ン ケ ア （ s k i n  c a r e ） 装 置 、 よ り 具 体  
的 に は 、 家 庭 で 使 用 さ れ る た め の 、 好 ま し く は 皮 膚 、 特 に 顔 に お け る 機 械 的 マ ッ サ ー ジ の  
た め の 装 置 に お け る 一 般 的 な 技 術 分 野 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 有 利 な こ と に 、 本 発 明 は 、 マ ッ サ ー ジ 装 置 で あ っ て 、
－   ユ ー ザ が 装 置 の 自 動 操 作 モ ー ド ま た は 手 動 操 作 モ ー ド を 選 択 す る こ と を 可 能 に す る 第  
一 の 選 択 イ ン タ ー フ ェ ー ス で あ っ て 、 上 述 の 自 動 操 作 モ ー ド が 、 マ ッ サ ー ジ さ れ る 領 域 の  
処 置 サ イ ク ル を 提 案 す る 、 第 一 の 選 択 イ ン タ ー フ ェ ー ス と 、
－   装 置 の 自 動 操 作 モ ー ド に 対 応 付 け ら れ 、 マ ッ サ ー ジ 設 定 を 表 す パ ラ メ ー タ を 、 ユ ー ザ  
が 選 択 す る こ と を 可 能 に す る 第 二 の 選 択 イ ン タ ー フ ェ ー ス と 、
－   マ ッ サ ー ジ さ れ る 領 域 と 接 触 す る よ う に 意 図 さ れ た 少 な く と も 一 つ の マ ッ サ ー ジ 要 素  
を 含 む マ ッ サ ー ジ ヘ ッ ド と 、
－   少 な く と も 一 つ の マ ッ サ ー ジ 要 素 を 作 動 す る こ と を 可 能 に す る ア ク チ ュ エ ー タ （ a c t  
u a t o r ） と
を 備 え 、 こ の 装 置 が 、
－   上 述 の ユ ー ザ に よ っ て 選 択 さ れ た パ ラ メ ー タ に 基 づ い て 、 上 述 の 装 置 の 自 動 操 作 の 動  
作 に 関 す る 第 一 の モ ー ド ま た は 第 二 の モ ー ド を 自 動 的 に 選 択 す る コ ン ト ロ ー ラ （ c o n t r o l  
l e r ） で あ っ て 、 上 述 の 第 一 の モ ー ド お よ び 第 二 の モ ー ド は 、 ア ク チ ュ エ ー タ の 特 定 操 作  
に そ れ ぞ れ 関 連 付 け ら れ て い る 、 コ ン ト ロ ー ラ
を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 マ ッ サ ー ジ 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 マ ッ サ ー ジ 、 特 に 人 間 の 顔 の マ ッ サ ー ジ は 、 そ の 分 野 の 専 門 家 を 呼 ぶ こ と が で き る 人 々  
の た め に 長 い 間 保 有 さ れ て き た 。 確 か に 、 マ ッ サ ー ジ に は 、 少 数 の 専 門 家 、 す な わ ち マ ッ  
サ ー ジ 師 （ m a s s e u r s ） の み に よ っ て 習 得 さ れ た 、 特 定 の 技 法 、 身 体 的 行 為 （ g e s t u r e s  
） 、 お よ び 方 法 が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 で き る だ け 多 く の 人 が マ ッ サ ー ジ に ア ク セ ス す る こ と が で き る よ う に す る 試 み に お い て  
、 本 職 の マ ッ サ ー ジ 師 に お け る 身 体 的 行 為 の 一 部 を 再 現 す る 装 置 を 一 般 ユ ー ザ （ c o n s u  
m e r s ） に 提 供 す る た め に 、 様 々 な マ ッ サ ー ジ 装 置 （ m a s s a g e  d e v i c e s ） が 提 案 さ れ て  
き た 。 た だ し 、 特 定 の マ ッ サ ー ジ 技 法 を 再 現 す る 装 置 を 使 用 し て も 、 マ ッ サ ー ジ の 結 果 は  
保 証 さ れ て い な い 。 実 際 、 マ ッ サ ー ジ の 結 果 お よ び 有 効 性 は 、 技 術 的 な 身 体 的 行 為 だ け で  
な く 、 技 術 的 な 身 体 的 行 為 を マ ッ サ ー ジ す る 領 域 に 適 用 す る 方 法 に も 依 存 し て い る 。 し か  
し な が ら 、 こ の 方 法 は 、 こ の 種 類 の 装 置 に お け る 一 般 ユ ー ザ に は 知 ら れ て い な い こ と が 多  
く 、 こ の 一 般 ユ ー ザ が マ ッ サ ー ジ 装 置 を 適 切 に 使 用 す る 方 法 を 知 る こ と は 非 常 に 困 難 で あ  
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の マ ッ サ ー ジ 方 法 の 問 題 に 対 処 す る た め に 、 こ れ ら の 装 置 の 幾 つ か は 、 自 動 モ ー ド 、  
す な わ ち 、 ユ ー ザ が マ ッ サ ー ジ 方 法 に つ い て 心 配 す る こ と な く 、 単 に 装 置 に 事 前 に 記 録 さ  
れ た ル ー チ ン （ r o u t i n e ） に 従 う こ と を 可 能 に す る モ ー ド を 組 み 込 ん で い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 例 は 、 米 国 特 許 ９ ７ ３ ０ ７ ５ ８ 号 明 細 書 で あ る 。 そ れ は 、 画 像 表 示 装 置 を 使 用 し て 、  
自 動 マ ッ サ ー ジ プ ロ グ ラ ム の 進 行 に 合 わ せ て 、 顔 の ど の 領 域 に 装 置 を 適 用 す る べ き か を ユ  
ー ザ に 伝 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 こ の 解 決 法 は 、 全 体 的 な 満 足 感 は 得 ら れ る が 、 ユ ー ザ に 何 の 自 由 も 与 え る も の で は な い  
。 そ の た め 、 ユ ー ザ の 習 慣 お よ び 趣 向 は 考 慮 さ れ ず 、 ユ ー ザ は 、 装 置 に よ っ て 課 さ れ る マ  
ッ サ ー ジ シ ー ケ ン ス （ m a s s a g e  s e q u e n c e ） を 完 全 に 遵 守 す る こ と を 余 儀 な く さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し た が っ て 、 既 存 の 装 置 を 改 良 す る 必 要 が あ る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 さ れ た 欠 点 （ d r a w b a c k s ） を 克 服 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 最 適 な 結 果 を 保 証 し な が ら 、 ユ ー ザ の 趣 向 ま た は 習 慣 に 関 わ ら ず 、 自  
動 マ ッ サ ー ジ プ ロ グ ラ ム す る 場 合 で あ っ て も 、 ユ ー ザ に お け る 個 人 的 な 趣 向 お よ び 習 慣 に  
応 え る こ と を 可 能 に す る マ ッ サ ー ジ 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 別 の 目 的 は 、 任 意 の ユ ー ザ 、 特 に 一 般 ユ ー ザ に と っ て 、 特 に 使 用 す る こ と が 簡  
単 で （ s i m p l e ） 、 直 感 的 で （ i n t u i t i v e ） 、 人 間 工 学 的 な （ e r g o n o m i c ） マ ッ サ ー ジ 装  
置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 別 の 目 的 は 、 任 意 の ユ ー ザ 、 特 に 一 般 ユ ー ザ に と っ て 、 特 に 安 全 で 危 険 の な い  
マ ッ サ ー ジ 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 別 の 目 的 は 、 特 に 安 価 に 製 造 す る こ と が で き る マ ッ サ ー ジ 装 置 を 提 供 す る こ と  
で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 別 の 目 的 は 、 特 に 高 信 頼 性 で 堅 牢 で あ る マ ッ サ ー ジ 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る  
。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 別 の 目 的 は 、 特 に エ ネ ル ギ ー 効 率 の よ い マ ッ サ ー ジ 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る  
。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 別 の 目 的 は 、 最 適 な 結 果 を 保 証 し な が ら 、 ユ ー ザ の 趣 向 ま た は 習 慣 に 関 わ ら ず  
、 自 動 マ ッ サ ー ジ プ ロ グ ラ ム の 一 部 で あ っ て も 、 ユ ー ザ の 趣 向 ま た は 習 慣 を 考 慮 に 入 れ る  
こ と が で き る 、 好 ま し く は 非 治 療 的 な マ ッ サ ー ジ 方 法 （ n o n - t h e r a p e u t i c  m a s s a g e  m  
e t h o d ） を 提 案 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 別 の 目 的 は 、 任 意 の ユ ー ザ 、 特 に 一 般 ユ ー ザ に と っ て 、 特 に 簡 単 で 、 直 感 的 で  
、 理 解 し や す い 、 好 ま し く は 非 治 療 的 な マ ッ サ ー ジ 方 法 を 提 案 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ れ ら の 目 的 は 、
－   ユ ー ザ が 装 置 の 自 動 モ ー ド ま た は 手 動 操 作 モ ー ド を 選 択 す る こ と を 可 能 に す る 第 一 の  
選 択 イ ン タ ー フ ェ ー ス で あ っ て 、 上 述 の 自 動 操 作 モ ー ド は 、 マ ッ サ ー ジ さ れ る 領 域 の た め  
の 処 置 サ イ ク ル （ t r e a t m e n t  c y c l e ） を も た ら す 、 第 一 の 選 択 イ ン タ ー フ ェ ー ス と 、
－   装 置 の 自 動 操 作 モ ー ド に 対 応 付 け ら れ 、 マ ッ サ ー ジ 設 定 を 表 す パ ラ メ ー タ を 、 ユ ー ザ  
が 選 択 す る こ と を 可 能 に す る 第 二 の 選 択 イ ン タ ー フ ェ ー ス と 、
－   マ ッ サ ー ジ さ れ る 領 域 と 接 触 す る よ う に 意 図 さ れ た 少 な く と も 一 つ の マ ッ サ ー ジ 要 素  
を 含 む マ ッ サ ー ジ ヘ ッ ド と 、
－   上 述 の 少 な く と も 一 つ の マ ッ サ ー ジ 要 素 の 作 動 を 可 能 に す る ア ク チ ュ エ ー タ と 、
－   ユ ー ザ に よ っ て 選 択 さ れ た 上 述 の パ ラ メ ー タ に 基 づ い て 、 装 置 の 自 動 操 作 の 動 作 に 関  
す る 第 一 の モ ー ド ま た は 第 二 の モ ー ド を 自 動 的 に 選 択 す る コ ン ト ロ ー ラ で あ っ て 、 上 述 の  
第 一 の モ ー ド お よ び 第 二 の モ ー ド は ア ク チ ュ エ ー タ の 特 定 操 作 に 関 連 付 け ら れ る 、 コ ン ト  
ロ ー ラ と
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を 備 え る マ ッ サ ー ジ 装 置 を 使 用 し て 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 お よ び 上 述 の パ ラ メ ー タ の た め に 、 マ ッ サ ー ジ 装 置 の ユ ー ザ は 、 マ ッ サ ー ジ に 対  
応 付 け ら れ た 趣 向 を 示 す こ と が 可 能 で あ る 。 マ ッ サ ー ジ 装 置 は 、 こ の 趣 向 を 考 慮 に 入 れ 、  
そ れ に 応 じ て 装 置 の 自 動 操 作 モ ー ド を 自 動 的 に 適 応 さ せ る こ と に な る 。 言 い 換 え れ ば 、 ユ  
ー ザ は 、 マ ッ サ ー ジ 機 の 自 動 モ ー ド に よ っ て 考 慮 さ れ た 、 自 分 の 習 慣 お よ び 趣 向 を 知 る 。  
こ れ に よ り 、 ユ ー ザ 側 の 満 足 度 が 向 上 し 、 ユ ー ザ の 評 価 が 向 上 し 、 マ ッ サ ー ジ 装 置 が ユ ー  
ザ の 趣 向 に 適 応 す る こ と か ら 、 マ ッ サ ー ジ 装 置 の 支 持 （ a c c e p t a n c e ） が 向 上 す る 。 マ ッ  
サ ー ジ 装 置 の 自 動 操 作 モ ー ド を 、 ユ ー ザ に よ っ て 指 示 さ れ た パ ラ メ ー タ に 自 動 的 に 適 合 さ  
せ る こ と に よ り 、 本 発 明 の 主 題 で あ る マ ッ サ ー ジ 装 置 は 、 ユ ー ザ に よ っ て 指 示 さ れ た パ ラ  
メ ー タ に 関 わ ら ず 、 し た が っ て ユ ー ザ の 習 慣 お よ び 趣 向 に 関 わ ら す 、 最 適 な 結 果 を 保 証 す  
る 。 ま た 、 こ れ に よ り 、 ユ ー ザ の 習 慣 お よ び 行 動 様 式 （ r e f l e x e s ） が 考 慮 さ れ る た め 、  
ユ ー ザ が 装 置 を 誤 っ て 誤 用 す る リ ス ク も 制 限 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 「 ユ ー ザ 」 と は 、 好 ま し く は 、 性 別 に 関 係 な く 、 装 置 に よ っ て 提 供 さ れ る マ ッ サ ー ジ の  
恩 恵 を 受 け る こ と に な る 人 間 と し て 定 義 さ れ る 。 有 利 に は 、 本 発 明 の 主 題 で あ る 装 置 は 、  
自 分 で 使 用 す る よ う に 設 計 さ れ 、 す な わ ち 、 ユ ー ザ は 、 マ ッ サ ー ジ 装 置 を 手 に 持 ち 、 自 分  
で 直 接 的 に 自 分 の 身 体 に 、 特 に 自 分 の 顔 に 適 用 す る 。 こ の 使 用 は 、 通 常 「 一 般 」 ユ ー ザ の  
使 用 、 つ ま り 、 マ ッ サ ー ジ の 分 野 で 特 別 な 知 識 を 持 た な い ユ ー ザ に よ る 使 用 に 相 当 す る 。  
し か し な が ら 、 発 明 の 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 発 明 が あ る 人 に よ っ て 別 の 人 に 使 用 さ  
れ る こ と を 、 想 到 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 「 ユ ー ザ 」 と い う 表 現 は 、 メ ッ セ ー ジ を  
受 け る 人 で は な く 、 装 置 を 操 作 す る 人 を 指 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 「 マ ッ サ ー ジ 装 置 」 と は 、 マ ッ サ ー ジ さ れ る ユ ー ザ の 領 域 、 特 に 皮 膚 に 機 械 的 作 用 を 与  
え る こ と が で き る 任 意 の 装 置 を 意 味 す る 。 よ り 好 ま し く は 、 本 発 明 に よ る マ ッ サ ー ジ 装 置  
は 、 顔 用 の マ ッ サ ー ジ 装 置 、 有 利 に は 人 間 の 顔 用 の マ ッ サ ー ジ 装 置 で あ る 。 本 発 明 に よ る  
マ ッ サ ー ジ 装 置 は 、 一 般 に こ の 分 野 の 専 門 家 の 指 に よ っ て 行 わ れ る 、 様 々 な マ ッ サ ー ジ の  
身 体 的 行 為 を 再 現 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 限 定 で は な く 例 証 と し て 、 マ ッ サ ー ジ 装  
置 は 、 以 下 の 身 体 的 行 為 の 何 れ か を 再 現 し 得 る 。 す な わ ち 、
－   ニ ー デ ィ ン グ （ k n e a d i n g ） （ も む こ と ） ま た は シ ヤ ー リ ン グ （ s h e a r i n g ） （ は さ  
む こ と ） は 、 頬 骨 （ c h e e k b o n e s ） 、 頬 （ c h e e k s ） 、 顔 の 楕 円 形 （ o v a l ） （ 顎 （ j a w s  
） 、 顎 （ c h i n e ） の 間 の 領 域 ） 、 ま た は 首 （ n e c k ） の 処 置 に 特 に よ く 適 し て い る 。
－   タ ッ ピ ン グ （ t a p p i n g ） （ た た く こ と ） は 、 目 の 輪 郭 、 ま た は 額 （ f o r e h e a d ） の 処  
置 に 特 に よ く 適 し て い る 。
－   触 診 ロ ー ル （ p a l p a t e - r o l l ） は 、 頬 、 首 の 処 置 に 特 に よ く 適 し て い る 。
－   肩 ピ ン チ （ j a c q u e t  p i n c h ） は 、 頬 、 首 、 額 、 目 の 輪 郭 、 ま た は 口 の 輪 郭 の 処 置 に  
特 に よ く 適 し て い る 。
　 こ れ ら 種 々 の 身 体 的 行 為 は 、 当 業 者 に 周 知 で あ り 、 皮 膚 、 特 に 顔 の 皮 膚 に 美 的 利 点 （ e  
s t h e t i c  b e n e f i t s ） を 提 供 す る こ と を 有 利 に 可 能 に す る 。 よ り 具 体 的 に は 、 皮 膚 の 上 層  
は 、 本 質 的 に こ れ ら の 身 体 的 行 為 に よ っ て 求 め ら れ 、 影 響 を 受 け る た め 、 治 療 効 果 で は な  
く 、 美 的 効 果 の み が 有 利 に 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 好 ま し く は 、 第 一 の 選 択 イ ン タ ー フ ェ ー ス は 、 三 つ の 異 な る 位 置 を 有 す る ス イ ッ チ を 備  
え る 。 す な わ ち 、
－   装 置 の 停 止 に 関 連 付 け ら れ た 第 一 の 位 置 と 、
－   装 置 の 自 動 操 作 モ ー ド に 関 連 付 け ら れ た 第 二 の 位 置 と 、
－   装 置 の 手 動 操 作 モ ー ド に 関 連 付 け ら れ た 第 三 の 位 置 。
こ れ に よ り 、 第 一 の 選 択 イ ン タ ー フ ェ ー ス は 、 装 置 の ス イ ッ チ を 入 れ る と す ぐ に 、 ユ ー ザ  
に 自 動 モ ー ド ま た は 手 動 モ ー ド の 何 れ か を 選 択 さ せ る よ う に 設 計 さ れ 、 こ れ に よ り 、 手 動  
モ ー ド お よ び 自 動 操 作 モ ー ド の 間 に お け る 任 意 の 不 幸 な 組 み 合 わ せ を 禁 止 す る 。 こ れ に よ  
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り 、 装 置 の 平 易 性 、 直 感 性 、 人 間 工 学 が 改 善 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 上 述 の 少 な く と も 一 つ の マ ッ サ ー ジ 要 素 の 作 動 は 、 マ ッ サ ー ジ さ  
れ る 領 域 、 好 ま し く は 顔 の 皮 膚 に 機 械 的 な 力 を 伝 達 す る よ う に 、 マ ッ サ ー ジ 要 素 の 動 き を  
も た ら す 。 具 体 的 に は 、 ア ク チ ュ エ ー タ は 、 第 一 の 軸 を 中 心 と し た 回 転 運 動 に 従 っ て 、 少  
な く と も 一 つ の マ ッ サ ー ジ 要 素 を 作 動 さ せ る よ う に 設 計 さ れ 、 上 述 の 第 一 の モ ー ド お よ び  
第 二 の モ ー ド は 、 上 述 の 少 な く と も 一 つ の マ ッ サ ー ジ 要 素 の 異 な る 回 転 方 向 に 関 連 付 け ら  
れ て い る 。 換 言 す れ ば 、 マ ッ サ ー ジ 要 素 の 回 転 方 向 は 、 有 利 に は 、 ア ク チ ュ エ ー タ の 回 転  
方 向 を 変 え る こ と に よ っ て 変 更 し 得 る 。 好 ま し く は 、 ア ク チ ュ エ ー タ は 、 第 一 の 軸 を 中 心  
と す る 回 転 運 動 に 従 っ て 、 上 述 の 少 な く と も 一 つ の マ ッ サ ー ジ 要 素 を 作 動 さ せ る よ う に 、  
そ れ ゆ え に 設 計 さ れ た 電 気 モ ー タ を 含 む 。 有 利 な こ と に 、 ア ク チ ュ エ ー タ は 、 バ ッ テ リ に  
よ っ て 電 力 を 供 給 さ れ る 。 例 え ば 、 第 一 の 操 作 モ ー ド は 、 モ ー タ （ お よ び 、 そ れ ゆ え に 有  
利 に は 、 上 述 の 少 な く と も 一 つ の マ ッ サ ー ジ 要 素 ） の 反 時 計 回 り の 回 転 に 対 応 し 、 第 二 の  
操 作 モ ー ド は 、 モ ー タ （ お よ び 、 そ れ ゆ え に 有 利 に は 、 上 述 の 少 な く と も 一 つ の マ ッ サ ー  
ジ 要 素 ） の 時 計 回 り の 回 転 に 対 応 す る 。 こ の 実 施 形 態 は 、 ニ ー デ ィ ン グ （ k n e a d i n g ） ま  
た は シ ヤ ー リ ン グ （ s h e a r i n g ） の 身 体 的 行 為 を 再 現 す る の に 特 に よ く 適 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 好 ま し く は 、 マ ッ サ ー ジ 装 置 は 、 顔 面 マ ッ サ ー ジ （ f a c i a l  m a s s a g e ） 装 置 で あ り 、  
上 述 の パ ラ メ ー タ は 、 ユ ー ザ が 最 初 に 処 置 を 希 望 す る 、 ユ ー ザ の 顔 の 左 側 ま た は 右 側 を 表  
し 、 こ れ に よ り 、 上 述 の パ ラ メ ー タ は 、 ユ ー ザ の 顔 に お け る 左 側 の 優 先 処 理 を 表 す 第 一 の  
値 、 ま た は ユ ー ザ の 顔 に お け る 右 側 の 優 先 処 理 を 表 す 第 二 の 値 を 取 る こ と が で き る 。 実 際  
、 ほ と ん ど の ユ ー ザ は 、 顔 面 マ ッ サ ー ジ （ f a c i a l ） （ メ イ ク ア ッ プ 、 マ ッ サ ー ジ 等 ） を  
い つ も 同 じ 側 、 右 側 ま た は 左 側 の 何 れ か か ら 開 始 す る 習 慣 が あ る 。 そ の た め 、 本 発 明 に よ  
る と 、 こ の ユ ー ザ の 習 慣 を 考 慮 し て 遵 守 す る こ と が で き る 装 置 を 提 案 す る こ と が 可 能 で あ  
る 。 例 え ば 、 本 発 明 に よ る と 、 ユ ー ザ は 自 分 の 通 常 ル ー チ ン を 続 行 す る こ と が 可 能 に な る  
た め 、 ユ ー ザ が 装 置 を 顔 の 反 対 側 に 置 く こ と に な る 危 険 性 が 制 限 さ れ る 。 こ れ は 、 特 定 の  
マ ッ サ ー ジ の 身 体 的 行 為 （ お よ び 、 特 に ニ ー デ ィ ン グ （ k n e a d i n g ） ま た は シ ヤ ー リ ン グ  
（ s h e a r i n g ） ） の 方 向 が 顔 の 片 側 の み に 関 連 付 け ら れ る た め 、 い っ そ う 重 要 か つ 有 用 と  
な る 。 し た が っ て 、 こ の 関 連 付 け を 遵 守 す る 必 要 が あ る 。 マ ッ サ ー ジ 店 （ m a s s a g e  p a r  
l o r ） で は 、 本 職 の マ ッ サ ー ジ 師 が マ ッ サ ー ジ し て い る 顔 の 側 面 に 対 し て 身 体 的 行 為 の 方  
向 を 適 合 さ せ る が 、 自 動 装 置 の 場 合 、 こ の タ ス ク を 実 行 す る の は ユ ー ザ 次 第 で あ る 。 本 発  
明 は 、 こ の タ ス ク に お い て ユ ー ザ を 支 援 す る こ と を 可 能 に す る 。 こ の よ う に 、 ユ ー ザ の 習  
慣 が 何 で あ れ 、 装 置 に よ っ て 与 え ら れ る マ ッ サ ー ジ の 結 果 は 最 適 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 し た が っ て 、 有 利 な こ と に は 、 パ ラ メ ー タ が 第 一 の 値 を 取 る 場 合 、 上 述 の 第 一 の モ ー ド  
は 、 反 時 計 回 り の 回 転 方 向 に 関 連 付 け ら れ 、 パ ラ メ ー タ が 第 二 の 値 を 取 る 場 合 、 上 述 の 第  
二 の モ ー ド は 、 時 計 回 り の 回 転 方 向 に 関 連 付 け ら れ る 。 こ れ に よ り 、 上 述 の 少 な く と も 一  
つ の マ ッ サ ー ジ 要 素 の 正 し い 回 転 方 向 が 、 ユ ー ザ の 顔 の 正 し い 側 面 に 適 用 さ れ る こ と が 保  
証 さ れ る 。 実 際 、 結 果 を 決 定 的 に す る た め に 、 特 に （ 細 胞 の 老 化 お よ び 重 力 に 起 因 す る ）  
顔 の 弛 み （ s a g g i n g ） お よ び 緩 み （ s l a c k e n i n g ） を 減 ら す た め に 、 特 に ニ ー デ ィ ン グ  
（ k n e a d i n g ） ま た は シ ヤ ー リ ン グ （ s h e a r i n g ） の 身 体 的 行 為 の 場 合 は 、 顔 の 皮 膚 が 上  
側 お よ び 外 側 （ 顎 か ら 頬 に 向 か っ て 、 こ め か み に 向 か っ て ） に 移 動 す る こ と が 好 ま し い 。  
こ れ に よ り 、 自 然 な 弛 み の 方 向 と は 逆 方 向 に 肌 を 引 き 締 め る こ と を 可 能 に す る 。 本 発 明 は  
、 こ の 正 し い 皮 膚 の 動 き を 保 証 す る こ と を 可 能 に し 、 こ の 場 合 、 ユ ー ザ に よ っ て 選 択 さ れ  
た 設 定 に 関 係 な く 、 顔 の 右 側 に つ い て は 右 （ 時 計 回 り ） へ の 回 転 で あ り 、 顔 の 左 側 に つ い  
て は 左 （ 反 時 計 回 り ま た は 反 時 計 回 り ） へ の 回 転 で あ る 。 そ の た め 、 本 発 明 は 、 装 置 が 頬  
に 配 置 さ れ る と 、 顎 － 鼻 － こ め か み の 方 向 に 皮 膚 が 動 か さ れ る こ と を 体 系 的 に 保 証 す る こ  
と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 従 来 の も の と 組 み 合 わ せ る こ と が で き る 一 実 施 例 に よ る と 、 装 置 は 、 ユ ー ザ が 装 置 の 自  
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動 操 作 モ ー ド を 選 択 す る と 、 コ ン ト ロ ー ラ に よ っ て 発 動 さ れ る よ う に 設 計 さ れ た 第 一 の タ  
イ マ ー （ t i m e r ） を 備 え る 。 換 言 す る と 、 装 置 は 、 装 置 が パ ラ メ ー タ の 選 択 を 待 機 し て い  
る 時 間 を 測 定 す る こ と に な る 。 好 ま し く は 、 コ ン ト ロ ー ラ は 、 ユ ー ザ が 上 述 の パ ラ メ ー タ  
の 選 択 を 行 う こ と な く 、 第 一 の タ イ マ ー が 第 一 の 閾 値 時 間 を 超 え る と 、 装 置 を 停 止 す る よ  
う に 設 計 さ れ る 。 換 言 す る と 、 装 置 は 、 ユ ー ザ が 第 一 の 選 択 イ ン タ ー フ ェ ー ス を 用 い て 自  
動 モ ー ド を 作 動 さ せ た 後 で あ る が 、 ユ ー ザ が 第 二 の 選 択 イ ン タ ー フ ェ ー ス を 使 用 し て パ ラ  
メ ー タ を 選 択 す る 前 に 、 事 前 設 定 さ れ た 時 間 後 に 自 動 的 に 停 止 す る よ う に 設 計 さ れ る 。 そ  
の た め 、 ユ ー ザ が 上 述 の パ ラ メ ー タ を 選 択 す る の に 時 間 が 掛 か り 過 ぎ る 場 合 （ す な わ ち 、  
第 二 の 選 択 イ ン タ ー フ ェ ー ス を 操 作 す る 場 合 ） 、 ま た は ユ ー ザ が そ う す る の を 忘 れ て い る  
場 合 、 装 置 は 、 一 定 時 間 後 に 自 動 的 に オ フ に な り 、 こ れ に よ っ て 装 置 か ら の 任 意 の 不 要 な  
電 力 消 費 を 回 避 す る こ と が で き 、 装 置 が バ ッ テ リ で 給 電 さ れ て い る と 、 装 置 の バ ッ テ リ 寿  
命 を 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 従 来 の も の の う ち の 一 つ と 組 み 合 わ せ る こ と が で き る 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 装 置 は 、 第  
一 の モ ー ド ま た は 第 二 の モ ー ド を 選 択 す る と き に コ ン ト ロ ー ラ に よ っ て そ れ ぞ れ 発 動 さ れ  
る よ う に 設 計 さ れ た 第 一 の モ ー ド タ イ マ ー （ m o d e  t i m e r ） お よ び 第 二 の モ ー ド タ イ マ  
ー を 備 え る 。 こ れ に よ り 、 装 置 は 、 第 一 の モ ー ド お よ び 第 二 の モ ー ド の 各 々 の 起 動 の 持 続  
時 間 を 正 確 に 制 御 す る こ と を 可 能 に な る 。 好 ま し く は 、 コ ン ト ロ ー ラ は 、 第 一 の モ ー ド タ  
イ マ ー が 第 一 の モ ー ド の 閾 値 時 間 を 超 え る と 、 第 一 の モ ー ド を 停 止 し 、 第 二 の モ ー ド タ イ  
マ ー が 第 二 の モ ー ド の 閾 値 時 間 を 超 え る と 、 第 二 の モ ー ド を 停 止 す る よ う に そ れ ぞ れ 設 計  
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 従 来 の も の の う ち の 一 つ と 組 み 合 わ せ る こ と が で き る 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 装 置 は 、 ユ  
ー ザ に よ っ て 選 択 さ れ る 、 ま た は 選 択 さ れ た パ ラ メ ー タ を 表 す 、 好 ま し く は 視 覚 的 な イ ン  
ジ ケ ー タ を 備 え る 。 こ れ に よ り 、 ユ ー ザ は 、 そ の パ ラ メ ー タ を 選 択 す る 必 要 が あ る こ と 、  
ま た は ユ ー ザ が そ の パ ラ メ ー タ を 選 択 し て い る こ と の 明 確 な 表 示 を 与 え ら れ る 。 好 ま し く  
は 、 上 述 の 第 二 の 選 択 イ ン タ ー フ ェ ー ス は 、 上 述 の イ ン ジ ケ ー タ を 含 む 。 こ れ に よ り 、 ユ  
ー ザ が 操 作 す る 必 要 が あ る パ ラ メ ー タ 選 択 イ ン タ ー フ ェ ー ス に 、 視 覚 イ ン ジ ケ ー タ （ v i s  
u a l  i n d i c a t o r ） が 直 接 的 に 含 ま れ る た め 、 装 置 の 操 作 が 特 に 人 間 工 学 的 か つ 直 感 的 に  
な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 好 ま し く は 非 治 療 的 な マ ッ サ ー ジ 方 法 に も 関 連 し 、 以 下 の ス テ ッ プ を  
含 む 。 す な わ ち 、
ａ ） マ ッ サ ー ジ 装 置 を 準 備 す る ス テ ッ プ と 、
ｂ ） ユ ー ザ を マ ッ サ ー ジ す る サ イ ク ル を 提 示 す る 装 置 に お け る 自 動 モ ー ド を ユ ー ザ に よ っ  
て 選 択 す る ス テ ッ プ と 、
ｄ ） 装 置 の 自 動 操 作 モ ー ド に 対 応 付 け ら れ た パ ラ メ ー タ を ユ ー ザ に よ っ て 選 択 す る ス テ ッ  
プ と 、
ｅ ） 上 述 の ユ ー ザ に よ っ て 選 択 さ れ た パ ラ メ ー タ に 基 づ い て 、 装 置 の 自 動 操 作 の 動 作 に 関  
す る 第 一 の モ ー ド ま た は 第 二 の モ ー ド を 自 動 的 に 選 択 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 上 述 の 第 一  
の モ ー ド お よ び 第 二 の モ ー ド は 、 有 利 に は 、 第 一 の 軸 を 中 心 と し た 回 転 運 動 に 従 っ て 、 マ  
ッ サ ー ジ さ れ る 領 域 と 接 触 す る よ う に 意 図 さ れ た 少 な く と も 一 つ の マ ッ サ ー ジ 要 素 の 作 動  
を 可 能 に す る 、 ア ク チ ュ エ ー タ の 特 定 の 動 作 に そ れ ぞ れ 関 連 付 け ら れ 、 上 述 の 第 一 の モ ー  
ド お よ び 第 二 の モ ー ド は 、 有 利 に は 、 上 述 の 少 な く と も 一 つ の マ ッ サ ー ジ 要 素 の 異 な る 回  
転 方 向 に 関 連 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 好 ま し く は 、 自 動 モ ー ド を 選 択 す る 上 述 の ス テ ッ プ ｂ ） は 、 選 択 さ れ る パ ラ メ ー タ を 表  
す 、 好 適 に は 視 覚 的 な イ ン ジ ケ ー タ を 作 動 さ せ る ス テ ッ プ を 含 む 。 有 利 に は 、 視 覚 イ ン ジ  
ケ ー タ の 作 動 は 、 連 続 的 （ c o n t i n u o u s l y ） 、 一 時 的 （ t e m p o r a r i l y ） 、 交 互 的 （ a l t e  
r n a t i n g ） （ 点 滅 （ f l a s h i n g ） ） 等 の 何 れ か で あ る 、 視 覚 イ ン ジ ケ ー タ を 点 灯 さ せ る ス  
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テ ッ プ か ら な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 好 ま し く は 、 上 述 の 方 法 は 、 自 動 モ ー ド を 選 択 す る ス テ ッ プ ｂ ） に 続 い て 、 以 下 の 時 間  
検 証 ス テ ッ プ を 備 え る 。 す な わ ち 、
ｃ ） 第 一 の タ イ マ ー を 発 動 す る ス テ ッ プ で あ り 、 ユ ー ザ が 上 述 の パ ラ メ ー タ を 選 択 し て い  
る こ と な く 、 上 述 の 第 一 の タ イ マ ー の 値 が 第 一 の 閾 値 時 間 を 超 え る と 、 装 置 を 停 止 さ せ る  
ス テ ッ プ 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 好 ま し く は 、 自 動 的 に 選 択 す る ス テ ッ プ ｅ ） は 、 第 一 の モ ー ド ま た は 第 二 の モ ー ド の 各  
々 に つ い て 、 上 述 の モ ー ド の 選 択 時 に 第 一 の モ ー ド タ イ マ ー ま た は 第 二 の モ ー ド タ イ マ ー  
を そ れ ぞ れ 発 動 す る ス テ ッ プ と 、 第 一 の モ ー ド タ イ マ ー ま た は 第 二 の モ ー ド タ イ マ ー が 第  
一 の モ ー ド の 閾 値 時 間 ま た は 第 二 の モ ー ド の 閾 値 時 間 を そ れ ぞ れ 超 え な い 限 り 、 上 述 の 第  
一 の モ ー ド ま た は 第 二 の モ ー ド を 維 持 す る ス テ ッ プ と を 含 む 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 斜 視 図 に よ る 、 本 発 明 に 係 る マ ッ サ ー ジ 装 置 を 例 証 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 フ ロ ー チ ャ ー ト の 形 式 で 、 図 １ に お け る マ ッ サ ー ジ 装 置 の 自 動 操 作 モ ー ド を 例 証  
す る 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 フ ロ ー チ ャ ー ト の 形 式 で 、 図 ２ に お け る 自 動 操 作 モ ー ド の プ ロ グ ラ ミ ン グ 変 形 例  
を 例 証 す る 図 で あ り 、 ユ ー ザ に 対 す る 結 果 は 図 ２ に お け る 結 果 と 同 様 で あ る 。
【 図 ４ 】 フ ロ ー チ ャ ー ト の 形 式 で 、 図 １ に お け る マ ッ サ ー ジ 装 置 の 自 動 操 作 モ ー ド を 例 証  
す る 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る マ ッ サ ー ジ 方 法 を 概 略 的 に 表 す 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 様 々 な 図 に よ っ て 例 証 さ れ る 本 発 明 の 実 施 形 態 は 、 マ ッ サ ー ジ 装 置 が 、 特 に 頬 、 頬 骨 、  
ま た は 首 に お い て 、 ニ ー デ ィ ン グ （ k n e a d i n g ） ま た は シ ヤ ー リ ン グ （ s h e a r i n g ） の 身  
体 的 行 為 を 再 現 す る の に 特 に 適 し て い る 、 人 間 の 顔 面 マ ッ サ ー ジ 装 置 で あ る 実 施 形 態 で あ  
る 。 そ の た め 、 マ ッ サ ー ジ さ れ る 領 域 は 、 顔 で あ り 、 例 え ば 、 頬 や 頬 骨 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 １ に 見 ら れ る よ う に 、 マ ッ サ ー ジ 装 置 は 、 本 体 （ m a i n  b o d y ） １ 、 お よ び マ ッ サ ー  
ジ ヘ ッ ド （ m a s s a g e  h e a d ） ２ を 備 え る 。 マ ッ サ ー ジ ヘ ッ ド ２ は 、 取 り 外 し 可 能 で あ る  
こ と が 好 ま し く 、 本 体 １ に 取 り 外 し 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る こ と を 意 味 す る 。 こ れ に よ  
り 、 ユ ー ザ は 、 マ ッ サ ー ジ ヘ ッ ド ２ を 変 更 し 、 そ れ を 別 の マ ッ サ ー ジ ヘ ッ ド と 自 由 に 交 換  
す る こ と が 可 能 に な り 、 別 の マ ッ サ ー ジ ヘ ッ ド は 、 異 な る 特 性 を 持 ち 、 別 の 領 域 を マ ッ サ  
ー ジ す る の に 適 し て い る 。 換 言 す る と 、 マ ッ サ ー ジ 装 置 は 、 様 々 な 領 域 、 例 え ば 、 顔 の 様  
々 な 領 域 （ 首 、 額 、 頬 、 目 等 ） を マ ッ サ ー ジ す る の に 適 し た 特 性 を そ れ ぞ れ 有 す る 、 複 数  
の 異 な る マ ッ サ ー ジ ヘ ッ ド ２ を 備 え 得 る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 そ の た め 、 本 体 １ は 、 例 え ば 、 ハ ン ド ル の よ う な 把 持 領 域 （ g r i p p i n g  a r e a ） を 形 成  
す る 。 図 か ら 分 か る よ う に 、 本 体 １ は 、 好 ま し く は 切 頭 円 錐 台 状 （ f r u s t o c o n i c a l ） で  
あ る 第 一 の 軸 Ｘ １ を 中 心 と す る 回 転 体 で あ り 、 こ れ ら の 形 状 は 、 特 に 人 間 工 学 的 で あ り 、  
ユ ー ザ が 把 握 す る の に よ く 適 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 マ ッ サ ー ジ ヘ ッ ド ２ は 、 マ ッ サ ー ジ さ れ る 領 域 と 接 触 す る よ う に 意 図 さ れ た 、 少 な く と  
も 一 つ の マ ッ サ ー ジ 要 素 ２ １ を 備 え る 。 そ の た め 、 上 述 の 少 な く と も 一 つ の マ ッ サ ー ジ 要  
素 ２ １ は 、 マ ッ サ ー ジ さ れ る 領 域 と 接 触 す る こ と が で き 、 さ ら に そ の 中 に 沈 む こ と が で き  
る よ う に 、 マ ッ サ ー ジ ヘ ッ ド ２ か ら 突 出 し て す る 。 図 １ に 見 ら れ る よ う に 、 マ ッ サ ー ジ ヘ  
ッ ド は 、 第 一 の 軸 Ｘ １ の 周 り に 正 三 角 形 （ e q u i l a t e r a l  t r i a n g l e ） の 頂 点 を 形 成 す る よ  
う に 配 置 さ れ た 複 数 の マ ッ サ ー ジ 要 素 ２ １ 、 よ り 具 体 的 に は 三 つ の マ ッ サ ー ジ 要 素 ２ １ を  
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備 え る 。 マ ッ サ ー ジ 要 素 ２ １ は 、 第 一 の 軸 Ｘ １ を 中 心 に 回 転 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 マ ッ サ ー ジ 装 置 は 、 上 述 の 少 な く と も 一 つ の マ ッ サ ー ジ 要 素 ２ １ の 作 動 を 可 能 に す る ア  
ク チ ュ エ ー タ を さ ら に 備 え 、 ア ク チ ュ エ ー タ は 、 好 ま し く は 本 体 １ に 収 容 さ れ て い る 。 そ  
の た め 、 ア ク チ ュ エ ー タ は 、 第 一 の 軸 Ｘ １ を 中 心 と す る 回 転 運 動 に 従 っ て 、 上 述 の 少 な く  
と も 一 つ の マ ッ サ ー ジ 要 素 ２ １ を 作 動 さ せ る よ う に 設 計 さ れ る 。 有 利 に は 、 ア ク チ ュ エ ー  
タ は 、 第 一 の 軸 Ｘ １ を 中 心 と す る 回 転 運 動 に 従 っ て 、 上 述 の 少 な く と も 一 つ の マ ッ サ ー ジ  
要 素 ２ １ を 作 動 さ せ る よ う に 設 計 さ れ た 電 気 モ ー タ （ e l e c t r i c  m o t o r ） を 含 む 。 好 ま し  
く は 、 ア ク チ ュ エ ー タ は 、 そ れ 自 体 が 本 体 １ に 収 容 さ れ た バ ッ テ リ （ b a t t e r y ） に よ っ て  
電 力 を 供 給 さ れ る 。 そ の た め 、 マ ッ サ ー ジ 装 置 は 、 携 帯 型 で 内 蔵 型 の 装 置 （ s e l f - c o n t a i  
n e d  d e v i c e ） で あ り 、 そ の 使 用 が よ り 容 易 に な る 。 よ り 具 体 的 に は 、 ア ク チ ュ エ ー タ は  
、 モ ー タ （ m o t o r ） に 接 続 さ れ た モ ー タ シ ャ フ ト （ m o t o r  s h a f t ） も 含 む 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 上 述 の 少 な く と も 一 つ の マ ッ サ ー ジ 要 素 ２ １ は 、 特 定 の 領 域 を マ ッ サ ー ジ す る よ う に 設  
計 さ れ 、 そ の 寸 法 、 形 状 、 材 料 等 の 特 徴 は 、 マ ッ サ ー ジ さ れ る 領 域 に 適 合 さ れ て い る 。 装  
置 が 幾 つ か の 取 り 外 し 可 能 な マ ッ サ ー ジ ヘ ッ ド ２ を 備 え る 場 合 、 各 マ ッ サ ー ジ ヘ ッ ド ２ は  
、 様 々 な マ ッ サ ー ジ 領 域 の た め に 意 図 さ れ た 異 な る マ ッ サ ー ジ 要 素 ２ １ を 含 む 。 限 定 で は  
な く 例 示 と し て 、 上 述 の 少 な く と も 一 つ の マ ッ サ ー ジ 要 素 ２ １ は 、 ボ ー ル （ b a l l ） 、 半  
球 （ h a l f  s p h e r e ） 、 ロ ー ラ ー （ r o l l e r ） 、 指 （ f i n g e r ） 等 を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 好 ま し く は 、 各 マ ッ サ ー ジ 要 素 ２ １ は 、 マ ッ サ ー ジ さ れ る 領 域 、 こ の 場 合 は 顔 と 接 触 す  
る よ う に 意 図 さ れ た 凸 状 部 分 （ c o n v e x  p o r t i o n ） を 含 む 。 こ の 機 能 に よ り 、 不 快 感 や  
痛 み を 伴 う こ と な く 、 効 果 的 な マ ッ サ ー ジ が 保 証 さ れ る 。 例 え ば 、 各 マ ッ サ ー ジ 要 素 ２ １  
は 、 ボ ー ル 、 ま た は 半 球 （ h a l f - b a l l ） （ ま た は 半 球 （ h a l f - s p h e r e ） ） を 含 み 、 こ れ  
に よ り 、 各 マ ッ サ ー ジ 要 素 ２ １ が 、 機 械 的 な 力 を マ ッ サ ー ジ さ れ る 領 域 に 伝 達 す る こ と が  
で き る よ う に す る た め に 、 マ ッ サ ー ジ さ れ る 領 域 の 皮 膚 に 沈 む こ と を 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 好 ま し く は 、 各 マ ッ サ ー ジ 要 素 ２ １ は 、 第 一 の 軸 Ｘ １ に 平 行 な 第 二 の 軸 Ｘ ２ に 沿 っ て 、  
そ れ 自 体 に 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 。 第 二 の 軸 Ｘ ２ は 、 第 一 の 軸 Ｘ １ か ら 離 間 さ れ て い  
る 。 図 １ に 例 証 さ れ る 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 第 二 の 軸 Ｘ ２ を 中 心 と す る 各 マ ッ サ ー ジ 要 素  
２ １ の 回 転 は 、 特 に ア ク チ ュ エ ー タ に よ っ て 、 す な わ ち 電 気 モ ー タ に よ っ て 加 え ら れ る 回  
転 で あ る 。 そ の た め 、 例 証 さ れ る 有 利 な 実 施 形 態 で は 、 各 マ ッ サ ー ジ 要 素 ２ １ は 、 第 一 の  
軸 Ｘ １ を 中 心 と す る 遊 星 運 動 （ p l a n e t a r y  m o v e m e n t ） を 行 う 。 し た が っ て 、 マ ッ サ  
ー ジ 装 置 ２ １ の 各 々 の 動 き は 連 動 し て い る 。 こ の 場 合 、 マ ッ サ ー ジ 装 置 は 、 ア ク チ ュ エ ー  
タ と 各 マ ッ サ ー ジ 要 素 ２ １ と の 間 に 配 置 さ れ た 伝 動 装 置 （ t r a n s m i s s i o n  d e v i c e ） 、 例  
え ば 、 遊 星 歯 車 列 （ e p i c y c l i c  g e a r  t r a i n ） を 備 え る 。 こ れ に よ り 、 伝 動 装 置 の 入 力 は  
、 モ ー タ シ ャ フ ト に 接 続 さ れ 、 一 方 で 、 そ の 出 力 は 、 マ ッ サ ー ジ 要 素 ２ １ の 各 々 に 接 続 さ  
れ る 。 こ の よ う な デ ザ イ ン に よ り 、 ニ ー デ ィ ン グ （ k n e a d i n g ） ま た は シ ヤ ー リ ン グ （ s  
h e a r i n g ） の 身 体 的 行 為 が 再 現 さ れ る 。 こ の よ う に し て 、 図 １ に 例 証 さ れ る マ ッ サ ー ジ  
ヘ ッ ド ２ が 、 肌 を 揉 み 解 す （ k n e a d i n g ） た め の ヘ ッ ド と し て 考 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 １ に 見 ら れ る よ う に 、 マ ッ サ ー ジ 装 置 は 、 ボ タ ン ま た は ス イ ッ チ な ど の 第 一 の 選 択 イ  
ン タ ー フ ェ ー ス １ １ を 備 え る 。 こ の 第 一 の 選 択 イ ン タ ー フ ェ ー ス １ １ は 、 ユ ー ザ が 装 置 の  
自 動 操 作 モ ー ド ま た は 手 動 操 作 モ ー ド を 選 択 す る こ と を 可 能 に す る 。 自 動 操 作 モ ー ド は 、  
マ ッ サ ー ジ さ れ る 領 域 、 好 ま し く は 顔 に 対 し て 、 処 置 サ イ ク ル を 提 供 し 、 ユ ー ザ が 実 施 さ  
れ る マ ッ サ ー ジ 方 法 を 気 に す る 必 要 の な い 、 装 置 の 操 作 モ ー ド を 指 定 す る が 、 上 述 の 方 法  
は 、 マ ッ サ ー ジ 装 置 に 記 録 さ れ て い る 。 こ の 自 動 操 作 モ ー ド で は 、 ユ ー ザ は 、 マ ッ サ ー ジ  
さ れ る 領 域 に （ ユ ー ザ の 顔 に ） 装 置 を 置 き 、 マ ッ サ ー ジ 装 置 の 指 示 に 従 う だ け で よ い 。 例  
え ば 、 以 下 で 詳 述 さ れ る よ う に 、 装 置 は 、 各 身 体 的 行 為 、 お よ び / ま た は マ ッ サ ー ジ さ れ  
る 領 域 に 関 連 付 け ら れ た 時 間 を 自 動 的 に 計 り 、 特 定 の 時 間 後 に 領 域 を 変 更 す る よ う に ユ ー  
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ザ に 促 す こ と が で き る 。 逆 に 言 え ば 、 手 動 操 作 モ ー ド は 、 実 施 さ れ る マ ッ サ ー ジ 方 法 に 関  
し て 、 ユ ー ザ が 完 全 に 責 任 を 負 い 、 選 択 す る こ と が 自 由 で あ る 、 装 置 の 操 作 モ ー ド を 指 定  
す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ２ な い し ４ に 見 ら れ る よ う に 、 第 一 の 選 択 イ ン タ ー フ ェ ー ス １ １ は 、 ユ ー ザ が マ ッ サ  
ー ジ 装 置 の 動 作 を 自 動 操 作 モ ー ド （ 図 ２ も し く は ３ ） 、 ま た は 手 動 操 作 モ ー ド （ 図 ４ ） に  
設 定 す る こ と を 可 能 に す る 。 こ れ は 、 以 下 で 説 明 さ れ る こ と に な る マ ッ サ ー ジ 方 法 に お け  
る 第 一 の ス テ ッ プ の 一 つ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 よ り 具 体 的 に は 、 第 一 の 選 択 イ ン タ ー フ ェ ー ス １ １ は 、 三 つ の 異 な る 位 置 を 有 す る ス イ  
ッ チ （ s w i t c h ） を 備 え る 。 ス イ ッ チ は 、 「 ス ラ イ ダ （ s l i d e r ） 」 ス イ ッ チ で あ り 、 す な  
わ ち 、 第 一 の 軸 Ｘ １ に 沿 っ て 、 三 つ の 異 な る 安 定 的 な 位 置 の 間 で 並 進 移 動 が 可 能 で あ る 。  
す な わ ち 、
－   第 一 の 位 置 は 、 装 置 の 停 止 に 関 連 付 け ら れ 、 こ れ は 、 図 １ に お け る 向 き に よ る と 、 ス  
イ ッ チ の 中 央 位 置 で あ る 。
－   第 二 の 位 置 は 、 装 置 の 自 動 操 作 モ ー ド に 関 連 付 け ら れ 、 こ れ は 、 図 １ に お け る 向 き に  
よ る と 、 ス イ ッ チ の 上 部 位 置 で あ る 。
－   第 三 の 位 置 は 、 装 置 の 手 動 操 作 モ ー ド に 関 連 付 け ら れ 、 こ れ は 、 図 １ に お い て ス イ ッ  
チ に よ っ て 使 用 中 で あ る 、 ス イ ッ チ の 下 部 位 置 で あ る 。
こ れ に よ り 、 第 一 の 選 択 イ ン タ ー フ ェ ー ス １ １ は 、 ユ ー ザ が 自 動 モ ー ド ま た は 手 動 モ ー ド  
の 何 れ か に 従 っ て 装 置 の 動 作 を 選 択 す る こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 １ に 見 ら れ る よ う に 、 マ ッ サ ー ジ 装 置 は 、 有 利 に は 第 一 の 選 択 イ ン タ ー フ ェ ー ス １ １  
か ら 分 離 さ れ た 第 二 の 選 択 イ ン タ ー フ ェ ー ス １ ２ を 備 え 、 ユ ー ザ が パ ラ メ ー タ Ｇ 、 Ｄ を 選  
択 す る こ と を 可 能 に す る 。 第 二 の 選 択 イ ン タ ー フ ェ ー ス １ ２ は 、 好 ま し く は 、 メ イ ン の 押  
し ボ タ ン （ p u s h  b u t t o n ） の 下 に 都 合 よ く 隠 さ れ て い る 二 つ の 押 し ボ タ ン ス イ ッ チ を 含  
む 。 上 述 の 押 し ボ タ ン ス イ ッ チ は 、 ユ ー ザ が メ イ ン の 押 し ボ タ ン の 左 側 部 分 に 圧 力 を 掛 け  
る と 、 左 側 の 押 し ボ タ ン の み が 作 動 し 、 一 方 、 ユ ー ザ が メ イ ン の 押 し ボ タ ン の 右 側 部 分 に  
圧 力 を 掛 け る と 、 図 １ に お け る 向 き に 従 っ て 、 右 側 の 押 し ス イ ッ チ の み が 作 動 す る よ う に  
配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 パ ラ メ ー タ Ｇ 、 Ｄ は 、 装 置 の 自 動 操 作 モ ー ド に 対 応 付 け ら れ て い る 。 よ り  
具 体 的 に は 、 パ ラ メ ー タ Ｇ 、 Ｄ は 、 図 ２ ま た は ３ に 見 ら れ る よ う に 、 装 置 の 自 動 操 作 モ ー  
ド の た め の 入 力 で あ る 。 ユ ー ザ に よ る パ ラ メ ー タ Ｇ 、 Ｄ の 選 択 は 、 以 下 に 記 述 さ れ る こ と  
に な る マ ッ サ ー ジ 方 法 に お け る 重 要 な ス テ ッ プ （ k e y  s t e p s ） の 一 つ で あ る 。 換 言 す る  
と 、 装 置 の 自 動 操 作 モ ー ド は 、 図 ２ ま た は ３ に 見 ら れ る よ う に 、 以 下 に 詳 述 さ れ る よ う に  
、 ユ ー ザ が パ ラ メ ー タ Ｇ 、 Ｄ に 与 え る 値 に 応 じ て 異 な る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 さ ら に 、 パ ラ メ ー タ Ｇ 、 Ｄ は 、 マ ッ サ ー ジ 設 定 を 表 す 。 よ り 具 体 的 に は 、 上 述 の パ ラ メ  
ー タ Ｇ 、 Ｄ は 、 ユ ー ザ が 最 初 に 処 置 を 希 望 す る 、 マ ッ サ ー ジ さ れ る 顔 の 左 側 ま た は 右 側 を  
表 す 。 こ れ に よ り 、 ユ ー ザ が 最 初 に 処 置 す る こ と に 慣 れ て い る 顔 の 側 面 を 考 慮 し て 、 ユ ー  
ザ の 習 慣 お よ び ル ー チ ン を 考 慮 に 入 れ る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 そ の た め 、 上 述 の パ ラ メ ー タ Ｇ 、 Ｄ は 、 顔 の 左 側 に お け る 優 先 処 置 を 表 す 第 一 の 値 Ｇ を  
取 る こ と が で き 、 言 い 換 え れ ば 、 パ ラ メ ー タ に お け る 第 一 の 値 Ｇ は 、 顔 の 左 側 を 最 初 に マ  
ッ サ ー ジ す る 必 要 が あ り 、 そ の た め 、 顔 の 右 側 を 次 に マ ッ サ ー ジ す る 必 要 が あ る こ と を 、  
マ ッ サ ー ジ 装 置 に 示 す 。 あ る い は 、 第 一 の パ ラ メ ー タ Ｇ 、 Ｄ は 、 顔 の 右 側 に お け る 優 先 処  
置 を 表 す 第 二 の 値 Ｄ を 取 る こ と も で き 、 言 い 換 え れ ば 、 パ ラ メ ー タ に お け る 第 二 の 値 Ｄ は  
、 顔 の 右 側 を 最 初 に マ ッ サ ー ジ す る 必 要 が あ り 、 そ の た め 、 顔 の 左 側 を 次 に マ ッ サ ー ジ す  
る 必 要 が あ る こ と を 、 マ ッ サ ー ジ 装 置 に 示 す 。 こ の 後 者 の 構 成 （ パ ラ メ ー タ は 、 値 Ｄ を 取  
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る ） を 図 ５ に 示 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 装 置 は 、 装 置 の 自 動 操 作 の 動 作 に 関 す る 第 一 の モ ー ド Ｒ Ｇ ま た は 第 二 の モ ー ド Ｒ Ｄ を 自  
動 的 に 選 択 す る コ ン ト ロ ー ラ を さ ら に 備 え る 。 実 際 、 図 ２ ま た は ３ に 見 ら れ る よ う に 、 装  
置 の 自 動 操 作 モ ー ド は 、 上 述 の 図 に お け る 左 の 分 岐 お よ び 右 の 分 岐 に よ っ て 例 証 さ れ る 二  
つ の 異 な る 変 形 例 を 含 む 。 次 い で 、 図 ２ ま た は ３ に お け る ス テ ッ プ ｄ に 例 証 さ れ る よ う に  
、 ユ ー ザ に よ っ て 選 択 さ れ た 上 述 の パ ラ メ ー タ Ｇ 、 Ｄ に 従 っ て 、 第 一 の 操 作 モ ー ド Ｒ Ｇ ま  
た は 第 二 の 操 作 モ ー ド Ｒ Ｄ の 選 択 が 実 行 さ れ る 。 動 作 に お け る 第 一 の モ ー ド Ｒ Ｇ 、 ま た は  
第 二 の モ ー ド Ｒ Ｄ を 自 動 的 に 選 択 す る こ と に よ り 、 コ ン ト ロ ー ラ は 、 本 発 明 の 自 動 操 作 モ  
ー ド を 、 ユ ー ザ が 示 し て い る 好 み の 習 慣 を 意 味 す る 、 ユ ー ザ が パ ラ メ ー タ Ｇ 、 Ｄ に 与 え て  
い る 値 に 、 自 動 的 に 適 合 さ せ る こ と に な る 。 こ れ は 、 ユ ー ザ の 好 み の 習 慣 を 尊 重 し な が ら  
、 自 動 モ ー ド を 通 し て 最 適 な マ ッ サ ー ジ の 結 果 を 保 証 す る 。 有 利 に は 、 コ ン ト ロ ー ラ は 、  
例 え ば 、 内 部 メ モ リ に 、 上 述 の パ ラ メ ー タ Ｇ 、 Ｄ だ け で な く 、 顔 の 左 側 に お け る 優 先 処 置  
を 表 す 上 述 の 第 一 の 値 Ｇ 、 お よ び 顔 の 右 側 に お け る 優 先 処 置 を 表 す 上 述 の 第 二 の 値 Ｄ も 含  
む 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 上 述 の 第 一 の モ ー ド Ｒ Ｇ お よ び 第 二 の モ ー ド Ｒ Ｄ は 、 ア ク チ ュ エ ー タ の 特  
定 操 作 に そ れ ぞ れ 関 連 付 け ら れ 、 よ り 具 体 的 に は 、 マ ッ サ ー ジ 要 素 ２ １ の 異 な る 回 転 方 向  
に 関 連 付 け ら れ る 。 具 体 的 に は 、 コ ン ト ロ ー ラ は 、 ユ ー ザ が パ ラ メ ー タ Ｇ 、 Ｄ に 指 定 し て  
い る 値 に 基 づ い て 、 電 気 モ ー タ の 回 転 方 向 を 適 合 さ せ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ２ ま た は 図 ３ に 示 さ れ る 実 施 形 態 に よ れ ば 、 パ ラ メ ー タ が 第 一 の 値 Ｇ を 取 る 場 合 、 上  
述 の 第 一 の モ ー ド Ｒ Ｇ は 、 反 時 計 回 り の 回 転 方 向 に 関 連 付 け ら れ る 。 そ の た め 、 パ ラ メ ー  
タ Ｇ 、 Ｄ が そ の 第 一 の 値 Ｇ を 取 る 場 合 、 コ ン ト ロ ー ラ は 、 自 動 的 に モ ー タ を 反 時 計 回 り （  
a n t i c l o c l w i s e ） 、 す な わ ち 反 時 計 回 り （ c o u n t e r c l o c k w i s e ） に 回 転 さ せ る こ と に な  
っ て 、 マ ッ サ ー ジ 要 素 ２ １ 自 体 が 、 第 一 の 軸 Ｘ １ を 中 心 と す る 反 時 計 回 り の 回 転 運 動 を 行  
う よ う に す る 。 次 に 、 パ ラ メ ー タ が そ の 第 二 の 値 Ｄ を 取 る 場 合 、 上 述 の 第 二 の モ ー ド Ｒ Ｄ  
は 、 時 計 回 り の 回 転 方 向 に 関 連 付 け ら れ る 。 言 い 換 え れ ば 、 パ ラ メ ー タ Ｇ 、 Ｄ が そ の 第 二  
の 値 Ｄ を 取 る 場 合 、 次 に 、 コ ン ト ロ ー ラ は 、 モ ー タ を 時 計 回 り に 自 動 的 に 回 転 さ せ る こ と  
に な っ て 、 マ ッ サ ー ジ 要 素 ２ １ 自 体 が 、 第 一 の 軸 Ｘ １ を 中 心 と す る 時 計 回 り 方 向 の 回 転 運  
動 を 行 う よ う に す る 。 コ ン ト ロ ー ラ に よ っ て 保 証 さ れ る 、 こ の 関 連 性 へ の 適 切 な 準 拠 は 、  
図 １ に 例 証 さ れ る 実 施 形 態 に お い て 、 い っ そ う 重 要 で あ る が 、 装 置 は 、 ニ ー デ ィ ン グ （ k  
n e a d i n g ） ま た は シ ヤ ー リ ン グ （ s h e a r i n g ） が 再 現 さ れ る こ と を 可 能 に す る 、 遊 星 運 動  
に よ っ て 駆 動 さ れ る 三 つ の マ ッ サ ー ジ 要 素 ２ １ を 含 む 。 こ の 場 合 、 本 発 明 に よ っ て 制 御 さ  
れ る 回 転 方 向 は 、 第 一 の 軸 Ｘ １ を 中 心 と す る 両 方 の 回 転 だ け で な く 、 各 自 そ れ ぞ れ の 第 二  
の 軸 Ｘ ２ を 中 心 と す る マ ッ サ ー ジ 要 素 の 各 々 の 回 転 を も 包 含 す る 。 実 際 、 そ の よ う な マ ッ  
サ ー ジ の 身 体 的 行 為 の 目 的 は 、 特 に 顔 の 自 然 な 弛 み に 対 抗 す る た め に 、 筋 肉 繊 維 （ m u s c  
l e  f i b e r s ） を 引 き 締 め る こ と で あ る 。 こ の た め に は 、 自 然 な 弛 み の 方 向 と は 反 対 の 方 向  
に 肌 を 巧 み に 扱 う こ と が 不 可 欠 で あ り 、 す な わ ち 、 肌 は 、 顔 の 下 か ら 上 に 向 か っ て （ 顎 か  
ら 鼻 に 向 か っ て ） 、 顔 の 中 心 か ら 外 側 に 向 か っ て （ 鼻 か ら 耳 ま た は こ め か み に 向 か っ て ）  
巧 み に 扱 わ れ る 必 要 が あ る 。 こ れ は 、 マ ッ サ ー ジ 要 素 ２ １ の 正 し い 方 向 に 回 転 す る 場 合 の  
み 可 能 に な り 、 す な わ ち 、 顔 の 右 側 部 分 で は 、 顎 － 鼻 － 耳 の 動 き を 保 証 す る た め に 、 回 転  
は 右 向 き （ 時 計 回 り ） に な る 必 要 が あ り 、 一 方 、 顔 の 左 側 部 分 で は 、 こ の 同 じ 動 き を 保 証  
す る た め に 、 回 転 は 左 向 き （ 反 時 計 回 り 方 向 ） に な る 必 要 が あ る 。 さ ら に 、 そ の よ う な 動  
き 、 お よ び 回 転 方 向 は 、 皮 膚 の 偶 発 的 な 挟 み 込 み の リ ス ク を 著 し く 制 限 し 、 ユ ー ザ に よ る  
本 体 １ の 動 き を よ り 容 易 に す る 。 よ り 具 体 的 に は 、 処 置 さ れ る 顔 面 の 側 面 に 自 動 的 に 適 合  
す る 回 転 運 動 は 、 常 に 顎 か ら 始 ま り 鼻 に 向 か っ て 上 昇 す る 、 顔 面 の 上 に お け る 本 体 １ の 巨  
視 的 な 動 き を 容 易 に す る こ と に な る 。 ユ ー ザ に よ っ て 提 供 さ れ て 、 上 述 さ れ て い る マ ッ サ  
ー ジ ヘ ッ ド ２ の 動 き と 組 み 合 わ さ れ る 、 本 体 に お け る こ の 巨 視 的 な 動 き は 、 顔 の 弛 み に 対  
抗 し 、 こ れ に よ っ て マ ッ サ ー ジ の 良 好 な 結 果 に も 寄 与 す る 。 本 発 明 は 、 図 ５ に 見 ら れ る よ  
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う に 、 こ の 手 順 （ p r o t o c o l ） に 対 す る 適 切 な 遵 守 を 保 証 す る が 、 ユ ー ザ は 、 パ ラ メ ー タ  
に お け る 第 二 の 値 Ｄ を 選 択 し て い る （ ユ ー ザ は 、 顔 の 右 側 を 処 置 す る こ と か ら 開 始 す る こ  
と を 望 む ） 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 装 置 は 、 装 置 の 設 計 者 に よ っ て 定 義 さ れ た 、 多 数 の デ ー タ を 格 納 す る よ う に 設 計 さ れ た  
メ モ リ も 備 え る 。 好 ま し く は 、 メ モ リ は 、 メ モ リ に 格 納 さ れ た 種 々 の デ ー タ が 停 電 に よ っ  
て 影 響 を 受 け な い よ う に 、 読 み 取 り 専 用 メ モ リ で あ る 。 多 種 多 様 な デ ー タ は 、 タ イ ミ ン グ  
、 回 転 速 度 、 回 転 方 向 、 パ ラ メ ー タ 値 、 マ ッ サ ー ジ 方 法 等 な ど を 、 装 置 の メ モ リ に 保 存 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 特 に 、 メ モ リ は 、 第 一 の 閾 値 時 間 ｔ １ を 含 み 、 そ の 値 は 、 例 え ば 、 ２ 分 か ら ２ ０ 分 の 間  
、 好 ま し く は ５ 分 か ら １ ５ 分 の 間 、 有 利 に は １ ０ 分 か ら １ ４ 分 の 間 に 含 ま れ る 。 特 に 有 利  
に は 、 第 一 の 閾 値 時 間 ｔ １ は 、 １ ２ 分 に 実 質 的 に 等 し い 。 説 明 さ れ る よ う に 、 こ の 第 一 の  
閾 値 時 間 ｔ １ は 、 ユ ー ザ が パ ラ メ ー タ を 選 択 す る た め の 最 大 許 容 時 間 （ m a x i m u m  a l l o  
w a b l e  t i m e ） に 関 連 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま た 、 メ モ リ は 、 第 一 の モ ー ド 閾 値 時 間 ｔ ｇ を 含 み 、 そ の 値 は 、 例 え ば 、 ３ ０ 秒 か ら ５  
分 の 間 、 好 ま し く は １ 分 か ら ４ 分 の 間 に 含 ま れ る 。 有 利 な こ と に 、 第 一 の モ ー ド 閾 値 時 間  
ｔ ｇ は 、 実 質 的 に ３ 分 に 等 し い 。 そ の た め 、 第 一 の モ ー ド 閾 値 時 間 ｔ ｇ の 値 は 、 第 一 の 閾  
値 時 間 ｔ １ の 値 よ り も 小 さ い 。 説 明 さ れ る よ う に 、 第 一 の モ ー ド 閾 値 時 間 ｔ ｇ は 、 自 動 操  
作 モ ー ド の 場 合 、 第 一 の モ ー ド Ｒ Ｇ の 持 続 時 間 （ d u r a t i o n ） に 関 連 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 メ モ リ は 、 第 二 の モ ー ド 閾 値 時 間 ｔ ｄ も 含 み 、 そ の 値 は 、 例 え ば ３ ０ 秒 か ら ５ 分 の 間 、  
好 ま し く は １ 分 か ら ４ 分 の 間 に 含 ま れ る 。 有 利 に は 、 第 二 の モ ー ド 閾 値 時 間 ｔ ｄ は 、 実 質  
的 に ３ 分 に 等 し い 。 そ の た め 、 第 二 の モ ー ド 閾 値 時 間 ｔ ｄ の 値 は 、 第 一 の モ ー ド 閾 値 時 間  
ｔ ｇ の 値 に 等 し い 。 説 明 さ れ る よ う に 、 第 二 の モ ー ド 閾 値 時 間 ｔ ｄ は 、 自 動 操 作 モ ー ド に  
お け る 第 二 の モ ー ド Ｒ Ｄ の 持 続 時 間 に 関 連 付 け ら れ る 。 第 一 お よ び 第 二 の モ ー ド 閾 値 時 間  
ｔ ｇ 、 ｔ ｄ の 適 用 は 、 特 に 図 ５ に お い て 見 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 メ モ リ は 、 手 動 モ ー ド 閾 値 時 間 ｔ ｍ も 含 み 、 そ の 値 は 、 例 え ば 、 １ 分 か ら １ ５ 分 の 間 、  
好 ま し く は 、 ４ 分 か ら ８ 分 の 間 に 含 ま れ る 。 有 利 な こ と に 、 手 動 モ ー ド 閾 値 時 間 ｔ ｍ は 、  
実 質 的 に ６ 分 に 等 し い 。 そ の た め 、 手 動 モ ー ド 閾 値 時 間 ｔ ｍ の 値 は 、 第 一 の モ ー ド 閾 値 時  
間 ｔ ｇ の 値 よ り も 大 き い が 、 第 一 の 閾 値 時 間 ｔ １ の 値 よ り も 小 さ い 。 説 明 さ れ る よ う に 、  
手 動 モ ー ド 閾 値 時 間 ｔ ｍ は 、 手 動 モ ー ド の 動 作 の 場 合 、 第 一 の モ ー ド Ｒ Ｇ ま た は 第 二 の モ  
ー ド Ｒ Ｄ の た め に 許 容 さ れ る 最 大 時 間 に 関 連 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 、 メ モ リ は 、 一 時 停 止 時 間 ｐ を 含 み 得 て 、 そ の 値 は 、 例 え ば 、 ０ ． ５ 秒 か ら ３ ０ 秒  
の 間 、 好 ま し く は ０ ． ５ 秒 か ら ５ 秒 の 間 、 有 利 に は ０ ． ５ 秒 か ら ２ 秒 の 間 に 含 ま れ る 。 有  
利 な こ と に 、 一 時 停 止 時 間 ｐ は 、 実 質 的 に １ 秒 に 等 し い 。 そ の た め 、 一 時 停 止 時 間 の 値 は  
、 閾 値 時 間 ｔ １ 、 ｔ ｇ 、 ｔ ｄ よ り も は る か に 小 さ い 桁 で あ る 。 説 明 さ れ る よ う に 、 一 時 停  
止 時 間 ｐ は 、 顔 に お け る 他 の 側 面 に 装 置 を 変 更 す る 時 期 で あ る こ と を ユ ー ザ に 示 す た め に  
使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 １ に 見 ら れ る よ う に 、 装 置 は 、 ユ ー ザ に よ っ て 選 択 さ れ る 、 ま た は 選 択 さ れ た パ ラ メ  
ー タ Ｇ 、 Ｄ を 表 す 、 好 ま し く は 視 覚 的 な イ ン ジ ケ ー タ １ ２ １ 、 １ ２ ２ を 備 え る 。 よ り 具 体  
的 に は 、 上 述 の 第 二 の 選 択 イ ン タ ー フ ェ ー ス １ ２ は 、 例 え ば 、 一 つ ま た は 複 数 の 照 明 付 き  
押 し ボ タ ン を 組 み 込 む こ と に よ り 、 上 述 の 視 覚 イ ン ジ ケ ー タ １ ２ １ 、 １ ２ ２ を 備 え る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 イ ン ジ ケ ー タ １ ２ １ 、 １ ２ ２ は 、 図 １ に 見 ら れ る よ う に 、 好 ま し く は 左 を  
指 す 矢 印 の 形 態 に お け る 第 一 の 視 覚 イ ン ジ ケ ー タ １ ２ １ と 、 好 ま し く は 右 を 指 す 矢 印 の 形  



10

20

30

40

50

JP 2023-538025 A 2023.9.6(14)

態 に お け る 第 二 の 視 覚 イ ン ジ ケ ー タ １ ２ ２ と を 含 む 。 次 い で 、 第 一 の 視 覚 イ ン ジ ケ ー タ １  
２ １ は 、 パ ラ メ ー タ に お け る 第 一 の 値 Ｇ を 表 し 、 一 方 、 第 二 の 視 覚 イ ン ジ ケ ー タ １ ２ ２ は  
、 パ ラ メ ー タ に お け る 第 二 の 値 Ｄ を 表 す 。 さ ら に 、 第 一 の 視 覚 イ ン ジ ケ ー タ １ ２ １ は 、 装  
置 に お け る 第 一 の 操 作 モ ー ド Ｒ Ｇ を 表 す 。 最 後 に 、 第 一 の 視 覚 イ ン ジ ケ ー タ １ ２ １ は 、 処  
置 さ れ る 顔 の 左 側 を 表 す 。 逆 に 言 え ば 、 第 二 の 視 覚 イ ン ジ ケ ー タ １ ２ ２ は 、 第 二 の 操 作 モ  
ー ド お よ び 処 置 さ れ る 顔 の 右 側 を 表 す 。 こ れ に よ り 、 ユ ー ザ が マ ッ サ ー ジ ャ ー を 顔 の ど ち  
ら 側 に 置 く の か と い う こ と が ユ ー ザ に 明 確 に な る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 次 に 、 コ ン ト ロ ー ラ は 、 図 ２ な い し ５ に 見 ら れ る よ う に 、 パ ラ メ ー タ が そ の 第 一 の 値 Ｇ  
を 取 る と き に の み 第 一 の イ ン ジ ケ ー タ １ ２ １ を 点 け 、 パ ラ メ ー タ が そ の 第 二 の 値 Ｄ を 取 る  
と き に の み 第 二 の イ ン ジ ケ ー タ １ ２ ２ を 点 け る よ う に 設 計 さ れ る 。 好 ま し く は 、 コ ン ト ロ  
ー ラ は 、 図 ２ ま た は ３ に 例 証 さ れ る よ う に 、 第 一 の 操 作 モ ー ド Ｒ Ｇ ま た は 第 二 の 操 作 モ ー  
ド Ｒ Ｄ の 起 動 に 続 い て 、 ま た は そ れ と 同 時 に 、 第 一 の 視 覚 イ ン ジ ケ ー タ １ ２ １ ま た は 第 二  
の 視 覚 イ ン ジ ケ ー タ １ ２ ２ を 作 動 さ せ る よ う に 設 計 さ れ る 。 こ れ は 、 ユ ー ザ が ど の パ ラ メ  
ー タ Ｇ 、 Ｄ を 選 択 し た の か を ユ ー ザ が 見 る こ と を 、 非 常 に 簡 単 、 か つ 迅 速 に す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ま た 、 コ ン ト ロ ー ラ は 、 第 一 の 制 御 イ ン タ ー フ ェ ー ス １ １ が そ の 第 一 の 位 置 を 離 れ る と  
す ぐ に 、 第 一 の イ ン ジ ケ ー タ １ ２ １ お よ び 第 二 の イ ン ジ ケ ー タ １ ２ ２ を 同 時 に 作 動 さ せ る  
、 ま た は 同 時 に 点 滅 さ せ る よ う に 設 計 す る こ と も で き る 。 こ れ は 、 ユ ー ザ が パ ラ メ ー タ Ｇ  
、 Ｄ の 値 を 選 択 す る 必 要 が あ る こ と を ユ ー ザ に 明 確 か つ 迅 速 に 示 す こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ２ な い し ４ に 見 ら れ る よ う に 、 装 置 は 、 ユ ー ザ が 装 置 の 自 動 操 作 モ ー ド を 選 択 す る と  
、 コ ン ト ロ ー ラ に よ っ て 発 動 さ れ る よ う に 設 計 さ れ た 第 一 の タ イ マ ー Ｔ １ を 備 え る 。 タ イ  
マ ー と は 、 時 間 を 計 る こ と が で き る 任 意 の 電 子 部 品 ま た は 機 械 部 品 で あ る 。 そ の た め 、 コ  
ン ト ロ ー ラ は 、 装 置 を 作 動 さ せ ら れ る と す ぐ に 、 す な わ ち 、 ユ ー ザ が 第 一 の 選 択 イ ン タ ー  
フ ェ ー ス １ １ を 操 作 し 、 そ れ を そ の 第 一 の 位 置 か ら 離 さ せ る と す ぐ に 、 第 一 の タ イ マ ー Ｔ  
１ を 自 動 的 に 発 動 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 ２ な い し 図 ４ に 例 証 さ れ る よ う に 、 コ ン ト ロ ー ラ は 、 ユ ー ザ が 上 述 の パ ラ メ ー タ Ｇ 、  
Ｄ を 選 択 し て い る こ と が な く 、 第 一 の タ イ マ ー Ｔ １ が 第 一 の 閾 値 時 間 ｔ １ を 超 え る と 、 装  
置 を 停 止 す る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 言 い 換 え る と 、 コ ン ト ロ ー ラ は 、 装 置 が 作 動 さ れ る  
と す ぐ に 、 す な わ ち 、 第 一 の 選 択 イ ン タ ー フ ェ ー ス １ １ が 動 か さ れ る と す ぐ に 、 ユ ー ザ が  
第 二 の 選 択 イ ン タ ー フ ェ ー ス １ ２ を 作 動 さ せ て 、 第 一 の 値 Ｇ ま た は 第 二 の 値 Ｄ を パ ラ メ ー  
タ に 与 え る 時 間 を 監 視 す る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 経 過 時 間 が 第 一 の 閾 値 時 間 ｔ １ 未 満 で  
あ る 場 合 、 コ ン ト ロ ー ラ は 、 装 置 を 現 在 の 状 態 に 維 持 す る 、 す な わ ち 、 ユ ー ザ が パ ラ メ ー  
タ Ｇ 、 Ｄ を 選 択 す る の を 待 機 す る 。 逆 に 言 え ば 、 経 過 時 間 が 第 一 の 閾 値 時 間 遅 延 ｔ １ よ り  
大 き い 場 合 、 コ ン ト ロ ー ラ は 、 装 置 を 自 動 的 に 停 止 さ せ る 。 こ れ は 、 ユ ー ザ が パ ラ メ ー タ  
の 選 択 を 忘 れ て い る 場 合 、 特 定 の 時 間 に 装 置 が 自 動 的 に シ ャ ッ ト ダ ウ ン す る こ と を 可 能 に  
し 、 こ れ に よ り 、 装 置 が バ ッ テ リ で 給 電 さ れ て い る 場 合 に 、 大 幅 な エ ネ ル ギ ー の 節 約 お よ  
び バ ッ テ リ 寿 命 を も た ら す 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 ２ ま た は ３ 、 お よ び 図 ４ に 見 ら れ る よ う に 、 コ ン ト ロ ー ラ は 、 ユ ー ザ に よ っ て 選 択 さ  
れ た 操 作 モ ー ド （ 自 動 ま た は 手 動 ） に 関 わ ら ず 、 す な わ ち 、 第 一 の 選 択 イ ン タ ー フ ェ ー ス  
１ １ の 位 置 （ 第 二 ま た は 第 三 ） に 関 わ ら ず 、 第 一 の タ イ マ ー Ｔ １ を 発 動 す る 。 し た が っ て  
、 自 動 操 作 モ ー ド お よ び 手 動 操 作 モ ー ド の 両 方 で エ ネ ル ギ ー 節 約 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 装 置 の 自 動 操 作 の た め に 想 定 さ れ た コ ン ト ロ ー ラ の 設 計 は 、 図 ２ お よ び ３ に 示 さ れ 、 以  
下 に 詳 述 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 装 置 は 、 第 一 の 操 作 モ ー ド Ｒ Ｇ の 選 択 時 に コ ン ト ロ ー ラ に よ っ て 発 動 さ れ る よ う に 設 計  
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さ れ た 第 一 の モ ー ド タ イ マ ー Ｔ Ｇ を 備 え る 。 コ ン ト ロ ー ラ は 、 好 ま し く は 、 第 一 の モ ー ド  
タ イ マ ー Ｔ Ｇ が 第 一 の モ ー ド 閾 値 時 間 ｔ ｇ を 超 え る と 、 第 一 の モ ー ド Ｒ Ｇ を 停 止 す る よ う  
に 設 計 さ れ る 。 よ り 具 体 的 に は 、 図 ２ お よ び 図 ３ に お け る フ ロ ー チ ャ ー ト の 左 側 の 分 岐 に  
見 ら れ る よ う に 、 コ ン ト ロ ー ラ は 、 第 一 の モ ー ド タ イ マ ー Ｔ Ｇ の 瞬 時 値 が 第 一 の モ ー ド 閾  
値 時 間 ｔ ｇ よ り 大 き い か ど う か を 検 証 す る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 こ の 検 証 の 結 果 が 否 定  
的 で あ る 場 合 、 コ ン ト ロ ー ラ は 、 そ の 現 在 の 操 作 モ ー ド 、 す な わ ち 第 一 の 操 作 モ ー ド Ｒ Ｇ  
に 装 置 を 維 持 す る 。 ま た 、 コ ン ト ロ ー ラ は 、 第 一 の Ｒ Ｇ モ ー ド が 効 力 あ る 限 り 、 第 一 の 視  
覚 イ ン ジ ケ ー タ １ ２ １ を 作 動 さ せ る よ う に 設 計 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 装 置 は 、 第 二 の 操 作 モ ー ド Ｒ Ｄ の 選 択 時 に コ ン ト ロ ー ラ に よ っ て 発 動 さ れ る よ う に 設 計  
さ れ た 第 二 の モ ー ド タ イ マ ー Ｔ Ｄ を 備 え る 。 コ ン ト ロ ー ラ は 、 好 ま し く は 、 第 二 の モ ー ド  
タ イ マ ー Ｔ Ｄ が 第 二 の モ ー ド 閾 値 時 間 ｔ ｄ を 超 え る と 、 第 二 の モ ー ド Ｒ Ｄ を 停 止 す る よ う  
に 設 計 さ れ る 。 よ り 具 体 的 に は 、 図 ２ お よ び ３ に お け る フ ロ ー チ ャ ー ト の 右 側 の 分 岐 に 、  
な ら び に 図 ５ に 見 ら れ る よ う に 、 コ ン ト ロ ー ラ は 、 第 二 の モ ー ド タ イ マ ー Ｔ Ｄ の 瞬 時 値 が  
第 二 の 閾 値 時 間 ｔ ｄ よ り も 大 き い か ど う か を 検 証 す る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 こ の 検 証 の  
結 果 が 否 定 的 で あ る 場 合 、 コ ン ト ロ ー ラ は 、 そ の 現 在 の 操 作 モ ー ド 、 す な わ ち 第 二 の 操 作  
モ ー ド Ｒ Ｄ に 装 置 を 維 持 す る 。 ま た 、 コ ン ト ロ ー ラ は 、 第 二 の モ ー ド Ｒ Ｄ が 効 力 あ る 限 り  
、 第 二 の 視 覚 イ ン ジ ケ ー タ １ ２ ２ を 作 動 さ せ る よ う に 設 計 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ま た 、 コ ン ト ロ ー ラ は 、 図 ２ 、 ３ お よ び ５ に 見 ら れ る よ う に （ ユ ー ザ が パ ラ メ ー タ に お  
け る 第 二 の 値 Ｄ を 選 択 し て い る 場 合 ） 、 ユ ー ザ に よ っ て 選 択 さ れ た パ ラ メ ー タ Ｇ 、 Ｄ に 応  
じ て 、 第 一 の 操 作 モ ー ド Ｒ Ｇ に 続 い て 第 二 の 操 作 モ ー ド Ｒ Ｄ を 自 動 的 に 発 動 す る か 、 逆 に  
、 第 二 の 操 作 モ ー ド Ｒ Ｄ に 続 い て 第 一 の 操 作 モ ー ド Ｒ Ｇ を 自 動 的 に 発 動 す る こ と が で き る  
よ う に 設 計 さ れ て い る 。 そ の た め 、 二 つ の 設 計 変 形 例 を コ ン ト ロ ー ラ の た め に 考 え る こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 第 一 の 変 形 例 が 、 図 ２ に 示 さ れ て い る 。 こ の 第 一 の 変 形 例 で は 、 コ ン ト ロ ー ラ は 、 論 理  
テ ス ト の 数 を 最 小 限 に す る よ う に 設 計 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 段 落 ［ ０ ０ ７ ０ ］ に 記 載 さ れ た 検 証 の 結 果 が 肯 定 的 で あ る 場 合 （ Ｔ Ｇ ＞ ｔ ｇ ） 、 こ の と  
き 、 コ ン ト ロ ー ラ は 、 一 時 停 止 時 間 ｐ の 間 、 ア ク チ ュ エ ー タ を 一 時 停 止 す る よ う に 設 計 さ  
れ る 。 そ の た め 、 ア ク チ ュ エ ー タ 、 し た が っ て 上 述 の 少 な く と も 一 つ の マ ッ サ ー ジ 要 素 ２  
１ は 、 す べ て の 動 き を 停 止 す る 。 こ の よ う な 一 時 停 止 は 、 第 一 の 操 作 モ ー ド Ｒ Ｇ の 終 了 と  
、 装 置 を 顔 の 右 側 に 移 動 す る 必 要 が あ る こ と と を 、 ユ ー ザ に 示 す 。 さ ら に 、 コ ン ト ロ ー ラ  
は 、 装 置 を 顔 の 右 側 に 移 動 す る 必 要 が あ る こ と を ユ ー ザ に 確 認 す る 一 時 停 止 の ス テ ッ プ の  
間 に 、 第 二 の 視 覚 イ ン ジ ケ ー タ １ ２ ２ も 作 動 さ せ る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 こ の 一 時 停 止  
時 間 ｐ の 終 了 時 に 、 コ ン ト ロ ー ラ は 、 第 二 の 操 作 モ ー ド Ｒ Ｄ を 発 動 し 、 段 落 ［ ０ ０ ７ １ ］  
に 記 載 さ れ る よ う に 、 第 二 の 操 作 モ ー ド 閾 値 時 間 ｔ ｄ が 第 二 の 操 作 モ ー ド タ イ マ ー Ｔ Ｄ を  
超 え な い 限 り 、 こ の 第 二 の 操 作 モ ー ド Ｒ Ｄ を 維 持 す る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 第 二 の モ ー  
ド 閾 値 時 間 遅 延 ｔ ｄ が 第 二 の モ ー ド タ イ マ ー Ｔ Ｄ に よ っ て 超 過 さ れ る と す ぐ に 、 コ ン ト ロ  
ー ラ は 、 マ ッ サ ー ジ 装 置 を 停 止 す る よ う に 設 計 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 段 落 ［ ０ ０ ７ １ ］ に 記 載 さ れ た 検 証 の 結 果 が 肯 定 的 で あ る 場 合 （ Ｔ Ｄ ＞ ｔ ｄ ） 、 こ の と  
き 、 コ ン ト ロ ー ラ は 、 一 時 停 止 時 間 ｐ の 間 、 ア ク チ ュ エ ー タ を 一 時 停 止 す る よ う に 設 計 さ  
れ る 。 そ の た め 、 ア ク チ ュ エ ー タ 、 し た が っ て 上 述 の 少 な く と も 一 つ の マ ッ サ ー ジ 要 素 は  
、 す べ て の 動 き を 停 止 す る 。 こ の よ う な 一 時 停 止 は 、 第 二 の 操 作 モ ー ド Ｒ Ｄ の 終 了 と 、 装  
置 を 顔 の 左 側 に 移 動 す る 必 要 が あ る こ と と を ユ ー ザ に 示 す 。 さ ら に 、 コ ン ト ロ ー ラ は 、 装  
置 を 顔 の 左 側 に 移 動 す る 必 要 が あ る こ と を ユ ー ザ に 確 認 す る 一 時 停 止 の ス テ ッ プ の 間 に 、  
第 一 の 視 覚 イ ン ジ ケ ー タ １ ２ １ も 作 動 さ せ る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 こ の 一 時 停 止 時 間 ｐ  
の 終 了 時 に 、 コ ン ト ロ ー ラ は 、 第 一 の 操 作 モ ー ド Ｒ Ｇ を 発 動 し 、 段 落 ［ ０ ０ ７ ０ ］ に 記 載  
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さ れ る よ う に 、 第 一 の 操 作 モ ー ド 閾 値 時 間 ｔ ｇ が 第 一 の 操 作 モ ー ド タ イ マ ー Ｔ Ｇ を 超 え な  
い 限 り 、 こ の 第 一 の 操 作 モ ー ド Ｒ Ｇ を 維 持 す る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 第 一 の モ ー ド 閾 値  
時 間 ｔ ｇ が 第 一 の モ ー ド タ イ マ ー Ｔ Ｇ に よ っ て 超 過 さ れ る と す ぐ に 、 コ ン ト ロ ー ラ は 、 マ  
ッ サ ー ジ 装 置 を 停 止 す る よ う に 設 計 さ れ る 。 図 ５ は 、 段 落 ［ ０ ０ ７ １ ］ お よ び ［ ０ ０ ７ ５  
］ に よ る コ ン ト ロ ー ラ の 設 計 の 結 果 を ユ ー ザ に 対 し て 概 略 的 に 示 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 第 二 の 変 形 例 が 、 図 ３ に 示 さ れ て い る 。 こ の 第 二 の 変 形 例 で は 、 様 々 な ス テ ッ プ の 数 を  
最 小 限 に 抑 え る よ う に 、 コ ン ト ロ ー ラ が 具 体 的 に 設 計 さ れ て い る が 、 代 わ り に 論 理 テ ス ト  
の 数 が 多 く な る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 コ ン ト ロ ー ラ に お け る 第 二 の 設 計 変 形 例 は 、 段 落 ［ ０ ０ ７ ０ ］ に 記 載 さ れ た 第 一 の 操 作  
モ ー ド Ｒ Ｇ の （ 逆 に 、 段 落 ［ ０ ０ ７ １ ］ に 記 載 さ れ た 第 二 の 操 作 モ ー ド Ｒ Ｄ の ） 最 後 に 与  
え ら れ る 動 作 に お い て 、 す な わ ち 、 第 一 の モ ー ド 閾 値 時 間 ｔ ｇ が 第 一 の モ ー ド タ イ マ ー Ｔ  
Ｇ に よ っ て 超 過 さ れ る （ ま た は 逆 に 、 第 二 の モ ー ド 閾 値 時 間 ｔ ｄ が 第 二 の モ ー ド タ イ マ ー  
Ｔ Ｄ に よ っ て 超 過 さ れ る ） と 、 第 一 の 設 計 変 形 例 と は 異 な る 。 そ し て 、 コ ン ト ロ ー ラ は 、  
第 二 の モ ー ド 閾 値 時 間 ｔ ｄ が 第 二 の モ ー ド タ イ マ ー Ｔ Ｄ に よ っ て 超 過 さ れ る か ど う か （ ま  
た は 逆 に 、 第 一 の モ ー ド 閾 値 時 間 ｔ ｇ が 第 一 の モ ー ド タ イ マ ー Ｔ Ｇ に よ っ て 超 過 さ れ る か  
ど う か ） を 検 証 す る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 そ う で あ る 場 合 、 こ れ は 、 両 方 の 操 作 モ ー ド  
Ｒ Ｇ 、 Ｒ Ｄ が す で に 実 装 さ れ て お り 、 こ の と き 、 コ ン ト ロ ー ラ が 装 置 を 停 止 す る よ う に 設  
計 さ れ て い る こ と を 意 味 す る 。 そ う で な い 場 合 、 こ れ は 、 操 作 モ ー ド Ｒ Ｇ 、 Ｒ Ｄ の う ち の  
一 つ の み が 実 装 さ れ て お り 、 こ の と き 、 コ ン ト ロ ー ラ は 、 一 時 停 止 時 間 ｐ を 作 動 さ せ 、 適  
切 な 視 覚 イ ン ジ ケ ー タ １ ２ １ 、 １ ２ ２ を 作 動 さ せ た 後 に 、 段 落 ［ ０ ０ ７ １ ］ お よ び ［ ０ ０  
７ ０ ］ で 記 述 さ れ て い る よ う に 、 他 の 操 作 モ ー ド Ｒ Ｇ 、 Ｒ Ｄ を 作 動 さ せ る よ う に 設 計 さ れ  
て い る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 装 置 の 手 動 操 作 の た め に 想 定 さ れ た コ ン ト ロ ー ラ の 設 計 が 、 図 ４ に 示 さ れ 、 以 下 に 詳 述  
さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 装 置 の 手 動 操 作 モ ー ド で は 、 コ ン ト ロ ー ラ は 、 可 能 な 限 り 最 大 の 自 律 性 を ユ ー ザ に 任 せ  
る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 そ の た め 、 ユ ー ザ が 第 一 の 値 Ｇ （ 逆 に 、 第 二 の 値 Ｄ ） を 選 択 す  
る 場 合 、 コ ン ト ロ ー ラ は 、 第 一 の 操 作 モ ー ド Ｒ Ｇ （ 逆 に 、 第 二 の 操 作 モ ー ド Ｒ Ｄ ） を 作 動  
さ せ 、 同 時 に 手 動 モ ー ド タ イ マ ー Ｔ Ｍ を 発 動 す る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 コ ン ト ロ ー ラ は  
、 手 動 モ ー ド 閾 値 時 間 ｔ ｍ が 手 動 モ ー ド タ イ マ ー Ｔ Ｍ に よ っ て 超 過 さ れ な い 限 り 、 ま た は  
ユ ー ザ が 第 二 の 選 択 イ ン タ ー フ ェ ー ス １ ２ を 使 用 し て パ ラ メ ー タ Ｇ 、 Ｄ の 値 を 変 更 し て い  
な い 限 り 、 こ の 第 一 の 操 作 モ ー ド Ｒ Ｇ （ 逆 に 、 第 二 の 操 作 モ ー ド Ｒ Ｄ ） を 効 力 あ る ま ま に  
保 持 す る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 手 動 モ ー ド 閾 値 時 間 ｔ ｍ が 手 動 モ ー ド タ イ マ ー Ｔ Ｍ に よ  
っ て 超 過 さ れ る と す ぐ に 、 そ れ は 、 ユ ー ザ が 「 忘 れ て い る 」 こ と を 意 味 し 、 こ の と き 、 コ  
ン ト ロ ー ラ は 装 置 を 停 止 す る よ う に 設 計 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 図 ２ か ら 図 ５ を 参 照 し て 、 装 置 の メ モ リ に 記 録 さ れ 、 コ ン ト ロ ー ラ に よ っ て 実 施 さ れ る  
、 マ ッ サ ー ジ 方 法 を 詳 細 に 説 明 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 マ ッ サ ー ジ 方 法 は 、 好 ま し く は 、 顔 用 の マ ッ サ ー ジ 装 置 、 有 利 に は 上 述 さ れ た よ う な 装  
置 の マ ッ サ ー ジ 装 置 を ユ ー ザ に 提 供 す る 第 一 の ス テ ッ プ ａ ） を 備 え る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 次 い で 、 マ ッ サ ー ジ 方 法 は 、 特 に 上 述 さ れ た 第 一 の 選 択 イ ン タ ー フ ェ ー ス １ １ を 使 用 し  
て 、 好 ま し く は 顔 用 の マ ッ サ ー ジ サ イ ク ル を 提 供 す る 装 置 の 自 動 モ ー ド を ユ ー ザ が 選 択 す  
る 第 二 の ス テ ッ プ ｂ ） を 備 え る 。 好 ま し く は 、 上 記 で 説 明 さ れ る よ う に 、 こ れ は 、 装 置 を  
起 動 す る こ と も 可 能 に さ せ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
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　 好 ま し く は 、 こ の 第 二 の 選 択 ス テ ッ プ ｂ ） は 、 イ ン ジ ケ ー タ １ ２ １ 、 １ ２ ２ の 起 動 、 こ  
の 場 合 、 例 え ば 、 点 滅 の 形 態 に お け る 第 一 の 視 覚 イ ン ジ ケ ー タ １ ２ １ お よ び 第 二 の 視 覚 イ  
ン ジ ケ ー タ １ ２ ２ の 同 時 起 動 を さ ら に 含 む 。 こ れ は 、 ユ ー ザ が 取 る べ き 行 為 を 有 す る こ と  
を ユ ー ザ に 知 ら せ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 マ ッ サ ー ジ 方 法 は 、 以 下 の ス テ ッ プ を 含 む 時 間 検 証 に 関 す る 第 三 の ス テ ッ  
プ ｃ ） を 備 え る 。 す な わ ち 、
－   ス テ ッ プ ｂ ） に 続 い て 、 第 一 の タ イ マ ー Ｔ １ を 発 動 す る ス テ ッ プ と 、
－   第 一 の タ イ マ ー Ｔ １ の 値 が 第 一 の 閾 値 時 間 遅 延 t １ の 値 よ り も 小 さ い か ど う か を 検 証  
す る ス テ ッ プ と 、
－   そ う で な い 場 合 、 こ れ は ユ ー ザ が 「 忘 れ た 」 こ と を 意 味 す る た め 、 装 置 を 停 止 さ せ る  
ス テ ッ プ と 、
－   そ う で あ る 場 合 、 第 二 の 制 御 イ ン タ ー フ ェ ー ス １ ２ を 使 用 し て 、 ユ ー ザ の 選 択 を 待 機  
す る ス テ ッ プ 。
換 言 す る と 、 ユ ー ザ が パ ラ メ ー タ Ｇ 、 Ｄ を 選 択 し て お ら ず 、 第 一 の タ イ マ ー Ｔ １ の 値 が 第  
一 の 閾 値 時 間 ｔ １ を 超 え る と 、 装 置 を 停 止 さ せ る ス テ ッ プ 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 こ の よ う に 、 マ ッ サ ー ジ 方 法 は 、 特 に 第 二 の 制 御 イ ン タ ー フ ェ ー ス １ ２ を 使 用 し て 、 装  
置 の 自 動 操 作 モ ー ド に 対 応 付 け ら れ た パ ラ メ ー タ Ｇ 、 Ｄ を ユ ー ザ が 選 択 す る 第 四 の ス テ ッ  
プ ｄ ） を 備 え る 。 そ の た め 、 イ ン ジ ケ ー タ １ ２ １ 、 １ ２ ２ は 、 選 択 さ れ る パ ラ メ ー タ Ｇ 、  
Ｄ を 表 す 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 こ の よ う に 、 マ ッ サ ー ジ 方 法 は 、 ユ ー ザ に よ っ て 選 択 さ れ た 上 述 の パ ラ メ ー タ Ｇ 、 Ｄ に  
応 じ て 、 装 置 の 自 動 操 作 の 動 作 に 関 す る 第 一 の モ ー ド Ｒ Ｇ ま た は 第 二 の モ ー ド Ｒ Ｄ を 自 動  
的 に 選 択 す る 第 ５ ス テ ッ プ ｅ ） を 備 え る 。 ア ク チ ュ エ ー タ の 特 定 の 動 作 に そ れ ぞ れ 関 連 付  
け ら れ て い る 上 述 の 第 一 の モ ー ド Ｒ Ｇ お よ び 第 二 の Ｒ Ｄ モ ー ド は 、 好 ま し く は 第 一 の 軸 （  
Ｘ １ ） を 中 心 と す る 回 転 運 動 に 従 っ て 、 マ ッ サ ー ジ さ れ る 領 域 、 有 利 に は 顔 の 皮 膚 と 接 触  
す る よ う に 意 図 さ れ た 少 な く と も 一 つ の マ ッ サ ー ジ 要 素 ２ １ の 作 動 を 可 能 に す る 。 次 い で  
、 上 述 の 第 一 の 操 作 モ ー ド Ｒ Ｇ お よ び 第 二 の 操 作 モ ー ド Ｒ Ｄ は 、 有 利 に は 、 上 述 の 少 な く  
と も 一 つ の マ ッ サ ー ジ 要 素 ２ １ の 異 な る 回 転 方 向 に 関 連 付 け ら れ る 。 説 明 さ れ る よ う に 、  
こ の ス テ ッ プ は 、 マ ッ サ ー ジ の 最 適 な 結 果 を 保 証 し な が ら 、 ユ ー ザ の 好 み を 考 慮 す る こ と  
を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 好 ま し く は 、 自 動 選 択 ス テ ッ プ （ ｅ ） は 、 第 一 の モ ー ド Ｒ Ｇ ま た は 第 二 の モ ー ド Ｒ Ｄ の  
各 々 に つ い て 、 上 述 の モ ー ド の 選 択 中 に 、 第 一 の モ ー ド タ イ マ ー Ｔ Ｇ ま た は 第 二 の モ ー ド  
タ イ マ ー Ｔ Ｄ を そ れ ぞ れ 発 動 す る ス テ ッ プ と 、 第 一 の モ ー ド タ イ マ ー Ｔ Ｇ ま た は 第 二 の モ  
ー ド タ イ マ ー Ｔ Ｄ が 第 一 の モ ー ド 閾 値 時 間 ｔ ｇ ま た は 第 二 の モ ー ド 閾 値 時 間 ｔ ｄ を 超 え な  
い 限 り 、 上 述 の 第 一 の モ ー ド Ｒ Ｇ ま た は 第 二 の モ ー ド Ｒ Ｄ を 維 持 す る ス テ ッ プ と を 含 む 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 よ り 具 体 的 に は 、 パ ラ メ ー タ Ｇ が 、 第 二 の 制 御 イ ン タ ー フ ェ ー ス １ ２ を 使 用 し て 、 ユ ー  
ザ に よ っ て 選 択 さ れ る 場 合 、 こ の と き 、 ス テ ッ プ ｅ ） は 、 以 下 の 一 連 の ス テ ッ プ を 含 む 。  
す な わ ち 、
－   第 一 の 操 作 モ ー ド Ｒ Ｇ （ 顔 の 左 側 を 処 置 す る た め の 反 時 計 回 り の 回 転 ） を 起 動 す る ス  
テ ッ プ と 、 同 時 に 、
－   第 一 の モ ー ド タ イ マ ー Ｔ Ｇ を 発 動 す る ス テ ッ プ と 、
－   ユ ー ザ が 顔 の 左 側 に 装 置 を 適 用 す る 必 要 が あ る こ と を ユ ー ザ に 知 ら せ る た め に 、 第 一  
の 視 覚 イ ン ジ ケ ー タ １ ２ １ を 作 動 さ せ る ス テ ッ プ と 、
－   第 一 の モ ー ド タ イ マ ー Ｔ Ｇ の 値 が 第 一 の モ ー ド 閾 値 時 間 ｔ ｇ よ り も 大 き い か ど う か を  
検 証 す る ス テ ッ プ と 、
－   そ う で な い 場 合 、 こ れ は 顔 の 左 側 の 処 置 の た め に 予 定 さ れ た 時 間 が ま だ 経 過 し て い な  
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い こ と を 意 味 す る た め 、 第 一 の 操 作 モ ー ド Ｒ Ｇ を 維 持 す る ス テ ッ プ 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 そ の た め 、 図 ２ は 、 段 落 ［ ０ ０ ８ ８ ］ に お け る 検 証 に 続 く 、 ス テ ッ プ ｅ ） の 第 一 の 変 形  
例 を 例 証 し て い る 。 す な わ ち 、
－   そ う で あ る 場 合 、 ユ ー ザ が 装 置 を 他 の 側 面 に 変 更 す る 必 要 が あ る こ と を ユ ー ザ に 知 ら  
せ る た め に 、 ア ク チ ュ エ ー タ の 動 作 が 中 断 さ れ る 一 時 停 止 時 間 ｐ を 適 用 す る ス テ ッ プ と 、  
同 時 に 第 二 の 視 覚 イ ン ジ ケ ー タ １ ２ ２ を 作 動 す る ス テ ッ プ と 、
－   第 二 の 操 作 モ ー ド Ｒ Ｄ （ 顔 の 右 側 を 処 置 す る た め の 時 計 回 り の 回 転 ） を 起 動 す る ス テ  
ッ プ と 、 同 時 に 、
－   第 二 の モ ー ド タ イ マ ー Ｔ Ｄ を 発 動 す る ス テ ッ プ と 、
－   ユ ー ザ が 顔 の 右 側 に 装 置 を 適 用 す る 必 要 が あ る こ と を ユ ー ザ に 知 ら せ る た め に 、 第 二  
の 視 覚 イ ン ジ ケ ー タ １ ２ ２ を 作 動 さ せ る ス テ ッ プ と 、
－   第 二 の モ ー ド タ イ マ ー Ｔ Ｄ の 値 が 第 二 の モ ー ド 閾 値 時 間 ｔ ｄ よ り も 大 き い か ど う か を  
検 証 す る ス テ ッ プ と 、
－   そ う で な い 場 合 、 こ れ は 顔 の 右 側 の 処 置 の た め に 予 定 さ れ た 時 間 が ま だ 経 過 し て い な  
い こ と を 意 味 す る た め 、 第 二 の 操 作 モ ー ド Ｒ Ｄ を 維 持 す る ス テ ッ プ と 、
－   そ う で あ る 場 合 、 装 置 を 停 止 さ せ る ス テ ッ プ 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 そ の た め 、 図 ３ は 、 段 落 ［ ０ ０ ８ ８ ］ に お け る 検 証 に 続 く 、 ス テ ッ プ ｅ ） の 第 二 の 変 形  
例 を 例 証 し て い る 。 す な わ ち 、
－   そ う で あ る 場 合 、 第 二 の モ ー ド タ イ マ ー Ｔ Ｄ の 値 が 第 二 の モ ー ド 閾 値 時 間 ｔ ｄ よ り も  
大 き い か ど う か を 検 証 す る ス テ ッ プ と 、
－   そ う で あ る 場 合 、 こ れ は 両 方 の 操 作 モ ー ド が 適 用 さ れ て い る こ と を 意 味 す る た め 、 装  
置 を 停 止 さ せ る ス テ ッ プ と 、
－   そ う で な い 場 合 、 ユ ー ザ が 装 置 を 他 の 側 面 に 変 更 す る 必 要 が あ る こ と を ユ ー ザ に 知 ら  
せ る た め に 、 ア ク チ ュ エ ー タ の 動 作 が 中 断 さ れ る 一 時 停 止 時 間 ｐ を 適 用 す る ス テ ッ プ と 、  
同 時 に 第 二 の 視 覚 イ ン ジ ケ ー タ １ ２ ２ を 作 動 さ せ る ス テ ッ プ と 、
－   段 落 ［ ０ ０ ９ １ ］ お よ び ［ ０ ０ ９ ３ ］ に 記 載 さ れ る よ う に 、 第 二 の 操 作 モ ー ド Ｒ Ｄ を  
起 動 す る ス テ ッ プ 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 逆 に 言 え ば 、 パ ラ メ ー タ Ｄ が 、 第 二 の 制 御 イ ン タ ー フ ェ ー ス １ ２ を 使 用 し て 、 ユ ー ザ に  
よ っ て 選 択 さ れ る 場 合 （ 図 ５ に お け る 場 合 で あ る よ う に ） 、 こ の と き 、 ス テ ッ プ ｅ ） は 、  
以 下 の ス テ ッ プ を 含 む 。 す な わ ち 、
－   第 二 の 操 作 モ ー ド Ｒ Ｄ （ 顔 の 右 側 を 処 置 す る た め の 時 計 回 り の 回 転 ） を 起 動 す る ス テ  
ッ プ と 、 同 時 に 、
－   第 二 の モ ー ド タ イ マ ー Ｔ Ｄ を 発 動 す る ス テ ッ プ と 、
－   ユ ー ザ が 顔 の 右 側 に 装 置 を 適 用 す る 必 要 が あ る こ と を ユ ー ザ に 知 ら せ る た め に 、 第 二  
の 視 覚 イ ン ジ ケ ー タ １ ２ ２ を 作 動 さ せ る ス テ ッ プ と 、
－   第 二 の モ ー ド タ イ マ ー Ｔ Ｄ の 値 が 第 二 の モ ー ド 閾 値 時 間 ｔ ｄ よ り も 大 き い か ど う か を  
検 証 す る ス テ ッ プ と 、
－   そ う で な い 場 合 、 こ れ は 顔 の 右 側 の 処 置 の た め に 予 定 さ れ た 時 間 が ま だ 経 過 し て い な  
い こ と を 意 味 す る た め 、 第 二 の 操 作 モ ー ド Ｒ Ｄ を 維 持 す る ス テ ッ プ 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 こ れ に よ り 、 図 ２ は 、 段 落 ［ ０ ０ ９ １ ］ の 検 証 に 続 く 、 ス テ ッ プ ｅ ） の 第 一 の 変 形 例 を  
例 証 し て い る 。 す な わ ち 、
－   そ う で あ る 場 合 、 ユ ー ザ が 装 置 を 他 の 側 面 に 変 更 す る 必 要 が あ る こ と を ユ ー ザ に 知 ら  
せ る た め に 、 ア ク チ ュ エ ー タ の 動 作 を 一 時 停 止 す る 一 時 停 止 時 間 ｐ を 適 用 す る ス テ ッ プ と  
、 同 時 に 第 二 の 視 覚 イ ン ジ ケ ー タ １ ２ １ を 作 動 さ せ る ス テ ッ プ と 、
－   第 一 の 操 作 モ ー ド Ｒ Ｇ （ 顔 の 左 側 を 処 置 す る た め の 反 時 計 回 り の 回 転 ） を 起 動 す る ス  
テ ッ プ と 、 同 時 に 、
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－   第 一 の モ ー ド タ イ マ ー Ｔ Ｇ を 発 動 す る ス テ ッ プ と 、
－   図 ５ に 見 ら れ る よ う に 、 ユ ー ザ が 顔 の 左 側 に 装 置 を 適 用 す る 必 要 が あ る こ と を ユ ー ザ  
に 知 ら せ る た め に 、 第 一 の 視 覚 イ ン ジ ケ ー タ １ ２ １ を 作 動 さ せ る ス テ ッ プ と 、
－   第 一 の モ ー ド タ イ マ ー Ｔ Ｇ の 値 が 第 一 の モ ー ド 閾 値 時 間 ｔ ｇ よ り も 大 き い か ど う か を  
検 証 す る ス テ ッ プ と 、
－   そ う で な い 場 合 、 こ れ は 顔 の 左 側 の 処 置 の た め に 予 定 さ れ た 時 間 が ま だ 経 過 し て い な  
い こ と を 意 味 す る た め 、 第 一 の 操 作 モ ー ド Ｒ Ｇ を 維 持 す る ス テ ッ プ と 、
－   そ う で あ る 場 合 、  装 置 を 停 止 さ せ る ス テ ッ プ 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 図 ３ は 、 段 落 ［ ０ ０ ９ １ ］ の 検 証 に 続 く 、 ス テ ッ プ ｅ ） の 第 二 の 変 形 例 を  
例 証 し て い る 。 す な わ ち 、
－   そ う で あ る の 場 合 、 第 一 の モ ー ド タ イ マ ー Ｔ Ｇ の 値 が 第 一 の モ ー ド 閾 値 時 間 ｔ ｇ よ り  
も 大 き い か ど う か を 検 証 す る ス テ ッ プ と 、
－   そ う で あ る 場 合 、 こ れ は 両 方 の 操 作 モ ー ド が 適 用 さ れ て い る こ と を 意 味 す る た め 、 装  
置 を 停 止 さ せ る ス テ ッ プ と 、
－   そ う で な い 場 合 、 ユ ー ザ が 装 置 を 他 の 側 面 に 変 更 す る 必 要 が あ る こ と を ユ ー ザ に 知 ら  
せ る た め に 、 ア ク チ ュ エ ー タ の 動 作 が 中 断 さ れ る 一 時 停 止 時 間 ｐ を 適 用 す る ス テ ッ プ と 、  
同 時 に 第 一 の 視 覚 イ ン ジ ケ ー タ １ ２ １ を 作 動 さ せ る ス テ ッ プ と 、
－   段 落 ［ ０ ０ ８ ８ ］ お よ び ［ ０ ０ ９ ０ ］ で 説 明 さ れ て い る よ う に 、 第 一 の 操 作 モ ー ド Ｒ  
Ｇ を 起 動 す る ス テ ッ プ 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 図 ４ に 例 証 さ れ る マ ッ サ ー ジ 方 法 に お け る 手 動 の 変 形 例 で は 、 後 者 は 、 第 一 の ス テ ッ プ  
ａ ） に 続 い て 、 特 に 上 述 さ れ た 第 一 の 選 択 イ ン タ ー フ ェ ー ス １ １ を 使 用 し て 、 装 置 の 手 動  
モ ー ド を ユ ー ザ が 選 択 す る 第 二 の ス テ ッ プ ｂ ） の ２ を 備 え 得 る 。 好 ま し く は 、 上 記 で 説 明  
さ れ る よ う に 、 こ れ は 、 装 置 を 起 動 す る こ と も 可 能 に さ せ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 好 ま し く は 、 こ の 第 二 の 選 択 ス テ ッ プ ｂ ） の ２ は 、 イ ン ジ ケ ー タ １ ２ １ 、 １ ２ ２ の 起 動  
、 こ の 場 合 、 例 え ば 、 点 滅 の 形 態 に お け る 第 一 の 視 覚 イ ン ジ ケ ー タ １ ２ １ お よ び 第 二 の 視  
覚 イ ン ジ ケ ー タ １ ２ ２ の 同 時 起 動 を さ ら に 含 む 。 こ れ は 、 ユ ー ザ が 取 る べ き 行 為 を 有 す る  
こ と を ユ ー ザ に 知 ら せ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 そ の た め 、 マ ッ サ ー ジ 方 法 の 手 動 変 形 例 は 、 段 落 ［ ０ ０ ８ ４ ］ に 記 載 さ れ る よ う な 検 証  
の ス テ ッ プ ｃ ） を 含 む 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 マ ッ サ ー ジ 方 法 の 手 動 変 形 例 は 、 特 に 第 二 の 制 御 イ ン タ ー フ ェ ー ス １ ２ を  
使 用 し て 、 装 置 の 手 動 操 作 モ ー ド に 関 連 す る パ ラ メ ー タ Ｇ 、 Ｄ を ユ ー ザ が 選 択 す る ス テ ッ  
プ を 含 む 。 そ の た め 、 イ ン ジ ケ ー タ １ ２ １ 、 １ ２ ２ は 、 選 択 さ れ る パ ラ メ ー タ Ｇ 、 Ｄ を 表  
す 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 パ ラ メ ー タ が 第 一 の 値 Ｇ を 取 る 場 合 、 こ の と き 、 マ ッ サ ー ジ 方 法 の 手 動 変 形 例 は 、 以 下  
の 一 連 の ス テ ッ プ を 備 え る 。 す な わ ち 、
－   第 一 の 操 作 モ ー ド Ｒ Ｇ （ 顔 の 左 側 を 処 置 す る た め の 反 時 計 回 り の 回 転 ） を 起 動 す る ス  
テ ッ プ と 、 同 時 に 、
－   手 動 モ ー ド タ イ マ ー Ｔ Ｍ を 発 動 す る ス テ ッ プ と 、
－   ユ ー ザ が 顔 の 左 側 に 装 置 を 適 用 す る 必 要 が あ る こ と を ユ ー ザ に 知 ら せ る た め に 、 第 一  
の 視 覚 イ ン ジ ケ ー タ １ ２ １ を 作 動 さ せ る ス テ ッ プ と 、
－   手 動 モ ー ド タ イ マ ー Ｔ Ｍ の 値 が 手 動 モ ー ド 閾 値 時 間 ｔ ｍ よ り も 大 き い か ど う か を 検 証  
す る ス テ ッ プ と 、
－   そ う で な い 場 合 、 ユ ー ザ が 第 二 の 選 択 イ ン タ ー フ ェ ー ス １ ２ を 使 用 し て 、 パ ラ メ ー タ  
Ｇ 、 Ｄ の 値 を 変 更 し て い な い 限 り 、 第 一 の 操 作 モ ー ド Ｒ Ｇ を 維 持 す る ス テ ッ プ と 、
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－   そ う で あ る 場 合 、 装 置 を 停 止 さ せ る ス テ ッ プ 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 パ ラ メ ー タ が 第 二 の 値 Ｄ を 取 る 場 合 、 こ の と き 、 マ ッ サ ー ジ 方 法 の 手 動 変 形 例 は 、 以 下  
の 一 連 の ス テ ッ プ を 備 え る 。 す な わ ち 、
－   第 二 の 操 作 モ ー ド Ｒ Ｄ （ 顔 の 右 側 を 処 置 す る た め の 時 計 回 り の 回 転 ） を 起 動 す る ス テ  
ッ プ と 、 同 時 に 、
－   手 動 モ ー ド タ イ マ ー Ｔ Ｍ を 発 動 す る ス テ ッ プ と 、
－   ユ ー ザ が 顔 の 右 側 に 装 置 を 適 用 す る 必 要 が あ る こ と を ユ ー ザ に 知 ら せ る た め に 、 第 二  
の 視 覚 イ ン ジ ケ ー タ １ ２ ２ を 作 動 さ せ る ス テ ッ プ と 、
－   手 動 モ ー ド タ イ マ ー Ｔ Ｍ の 値 が 手 動 モ ー ド 閾 値 時 間 ｔ ｍ よ り も 大 き い か ど う か を 検 証  
す る ス テ ッ プ と 、
－   そ う で な い 場 合 、 ユ ー ザ が 第 二 の 選 択 イ ン タ ー フ ェ ー ス １ ２ を 使 用 し て 、 パ ラ メ ー タ  
Ｇ 、 Ｄ の 値 を 変 更 し て い な い 限 り 、 第 二 の 操 作 モ ー ド Ｒ Ｄ を 維 持 す る ス テ ッ プ と 、
－   そ う で あ る 場 合 、 装 置 を 停 止 さ せ る ス テ ッ プ 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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